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愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
天
野
信
景
集
説　

手
書
随
筆
』
解
題
・
翻
刻愛

知
県
立
大
学
稀
書
の
会＊

　

本
書
は
本
学
附
属
図
書
館
に
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
）
か
ら
所
蔵
さ
れ
る
和
書
で
、
名
古
屋
市
の
松
本
書
店
よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
竪
二
〇
セ
ン
チ
・
横
一
四
セ
ン
チ
の
半
紙
判
よ
り
や
や
小
さ
め
の
竪
帳
様
の
も
の
で
あ
る
。
丁
数
は
墨
付
三
七
丁
で
、
挟
み
込
み
の

絵
図
一
枚
を
含
ん
で
い
る
。
表
紙
の
後
の
遊
び
紙
に
押
さ
れ
た
当
時
の
愛
知
県
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
印
に
は
、
同
年
十
二
月
十
九
日
の

日
付
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
館
蔵
印
の
上
部
に
は
本
女
子
大
学
の
印
が
あ
る
。
表
紙
は
渋
引
の
作
り
で
、
外
題
に
「
天
野
信
景
集
説
（
朱

書
）「
手
書
随
筆
」　

全
」
と
あ
る
。
本
紀
等
の
文
献
の
記
載
か
ら
始
ま
り
、
以
後
様
々
な
テ
ー
マ
ご
と
に
著
者
天
野
信
景
の
博
覧
強
記
ぶ
り

を
示
す
文
章
に
入
る
。
本
書
は
、
そ
の
外
題
か
ら
も
天
野
自
身
の
書
き
上
げ
た
手
書
き
の
文
章
そ
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
後
の
者
が

手
を
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
存
在
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
天
野
の
数
々
あ
る
著
作
の
一
つ
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
天
野
信
景
は
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
尾
張
藩
屈
指
の
学
者
で
、
随
筆
『
塩
尻
』
の
作
者
と

し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
尾
張
藩
士
の
系
譜
集
成
で
あ
る
『
士
林
泝
洄
』
に
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
亡
く
な
っ
た
父
信
幸
の

家
領
四
五
〇
石
を
継
ぎ
寄
合
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
は
御
鉄
砲
頭
と
な
り
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

病
を
得
て
辞
職
し
て
い
る
。
以
後
、
同
十
五
年
ま
で
寄
合
と
し
て
過
ご
し
、
同
十
八
年
に
没
し
た
と
い
う
。
号
は
信
阿
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼

の
残
し
た
著
作
が
、
従
来
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
稀
書
の
会
（
本
学
日
本
文
化
学
部
の
教
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員
・
院
生
・
学
生
が
組
織
す
る
図
書
館
蔵
本
の
研
究
会
）
の
学
習
会
の
場
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　

す
で
に
本
書
は
本
学
貴
重
図
書
の
目
録
で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、長
ら
く
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

本
会
は
、
本
書
が
天
野
信
景
研
究
は
も
と
よ
り
近
世
尾
張
学
全
体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
、
こ
こ
に
全
文
の
翻
刻
を
試
み
た
。

今
後
、
こ
の
翻
刻
が
多
く
の
文
学
・
歴
史
学
研
究
等
を
志
す
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

　

翻
刻
の
基
本
的
な
要
領
を
次
に
示
す
。
①
固
有
名
詞
以
外
は
基
本
的
に
新
字
体
に
統
一
し
た
。
②
本
文
中
の
朱
書
の
部
分
に
は
、「（
朱

書
）」
と
注
記
し
、
全
体
に
カ
ギ
括
弧
を
つ
け
表
記
し
た
。
③
本
文
中
に
書
き
込
み
が
あ
る
箇
所
に
は
＊
を
付
け
、
そ
の
あ
と
の
文
章
の
区

切
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
＊
を
記
し
、
書
き
込
み
部
分
を
表
記
し
た
。
以
上
三
点
を
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
い
ま
だ
本
格
的
分
析
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
本
書
と
『
塩
尻
』
と
の
間
に
は
類
似
し
た
記
述
が
あ
っ
た
り
、
同
じ
よ
う
な
図
版

が
用
い
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
集
説
」
と
の
表
題
か
ら
見
て
、
自
ら
完
成
さ
せ
た
『
塩
尻
』
と
い
う
著
作
か
ら
図
版

等
を
借
り
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
逆
に
『
塩
尻
』
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
準
備
と
し
て
本
書
が
編
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
大
胆
な

仮
説
を
立
て
る
な
ら
ば
、
本
書
の
よ
う
な
「
集
説
」
が
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
『
塩
尻
』
は
完
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
問
題
提

起
を
し
て
解
題
に
か
え
た
い
。

　

＊
稀
書
の
会
メ
ン
バ
ー　
　

小
谷
成
子
、
久
富
木
原
玲
、
大
塚
英
二
、
狩
野
一
三
、
熊
澤
美
弓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝
紗
耶
香
、
名
倉
ミ
サ
子
、
横
山
知
世
、
鈴
木
め
ぐ
み
、
長
屋
隆
幸
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『
天
野
信
景
集
説
』

【
一　

右
】

○
玉
房
之
中
神
門
戸
注
曰
陰
陽
中
為
神
門
戸
主
其
精
約

　

男
曰
精
女
曰
約
男
以
蔵
精
女
以
月
水
故
曰
門
戸
外
景
經

○
本
記

　
　

帝
王
本
記　

雑
氏
本
記　

庶
氏
本
記　

是
氏
族
三
本
記
其
他
地
神

本
記
録
大
己
貴
命
之
後
係

　

系
図

　
　

神
皇
系
圖
一
巻

蘇
我
馬
子
撰　
　
　
　

 
帝
王
系
圖
一
巻

舎
人
親
王
撰

　
　

續
帝
王
系
圖
一
巻

菅
原
為
長
撰　
　
　

 
帝
王
廣
系
圖
百
巻

平
基
親
撰

　
　

帝
王
系
圖
一
巻

卜
部
兼
直
撰　
　
　
　

 

皇
胤
紹
運
圖
二
巻

　
　

諸
家
分
脉
系
譜
十
四
巻

藤
原
公
定
撰　
　

 

和
氣
譜
一
巻

清
麿
撰

　
　

大
中
臣
本
系　
　
　
　
　
　

圖
書
寮
諸
氏
系
圖

　

記
録

　
　

神
別
雑
氏
記
三
巻　

　
　
　

新
撰
姓
氏
録
三
十
巻

【
一　

左
】

　

伝
記
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藤
氏
傳
記
一
巻　

大
織
冠
一
巻　

淡
海
公
一
巻

　
　

武
智
麿
一
巻　

大
政
大
臣
源
朝
臣
一
巻

嵯
峨
天
皇
皇
子

　
　

大
臣
傳
六
巻　

大
將
傳
一
巻　

菅
家
一
巻

　
　

江
家
一
巻　

紀
家
一
巻　

小
野
一
巻

　
　

滋シ
ゲ

野
一
巻　

橘
家
一
巻　

良
大
納
言
傳
一
巻

　
　

吉
備
傳

　
　
　

此
外
善
相
公
野
相
公
等
之
伝
家
之
所
記
不
遑
枚

　
　
　

挙
今
抄
一
二
而
已

○
康
正
元
年
三
月
五
日
義
政
将
軍
筒
井
隆
舜
房
光
宣
法
印

　

筒
井
太
郎

順
秀
な
り

に
命
し
て
和
州
甘ア
マ

橿カ
シ

宮
に
昔
よ
り
納ヲ
サ
マ

り
し
蘇
我

　

入
鹿
か
屍
を
京
師
に
入
ら
し
む
と
云

【
二　

右
】

○
熱
田
土
用
御
殿
宝
剣
の
外
別
剣
を
納
む
是
レ
尾
張
氏
の

　

秘
な
り
予
幸
に
其
ノ
安
置
の
さ
ま
数
等
を
伝
ふ
子
十
二
月

二
十
六
日

口
授
な
れ
は
こ
ゝ
に

　

記
さ
す

　

同
し
哥
に
て
も
又
ハ
別
の
哥
に
て
も
同
時
に
両
所
へ
遣
ス
時
書
式

　

有
り
二
所
大
神
宮
な
ん
ど
へ
奉
納
せ
し
歌
を
こ
ゝ
に
し
る
し
侍
る

　
　
　

文
字
二
ツ

神
路
山
あ
ふ
け
ハ
空
に
高
し
り
て　
　

カ
ナ
二
ツ

ひ
さ
か
た
の
天
津
水ミ
ガ
ケ影
の
ま
す
鏡
カ
ヽ
ミ

　
　
　
　
　

   

ま
た
う
へ
も
な
き
千チ

木キ

の
片
そ
ぎ　

字
ハ
行
文
字
也

曇
ら
ぬ
御
代
を
猶
照
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　

右
ハ
内
宮
奉
納
ノ
短
冊　
　
　
　
　
　
　
　

右
外
宮
奉
納
短
冊
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凡
そ
新
し
き
歌
ハ
上
下
の
句
ノ
上
を
な
ら
へ
て
書
き
古
歌

　

ハ
下
ノ
句
を
さ
け
て
か
く
事
通
例
な
り
と
そ

○
熱
田
大
宮
寺
季
範
の
女
源
頼
朝
の
母
ノ
忌
日
ハ

東
鑑
に
見
え

　

し
か
何
の
年
に
逝
せ
し
に
や
と
問
フ
人
有
予
曰

平
治
物
語

【
二　

左
】

　

の
三
に
頼
朝
の
言
に
云
去
年
三
月
に
母
に
を
く
れ
今
年
正
月
父

　

討
れ
給
ふ
と
い
へ
り
然
れ
ハ
平
治
元
年
三
月
死
せ
し
と
見
え
た
り

　

と
答
へ
侍
る
又
問
平
治
物
語
に
い
へ
る
今
若
乙
若
は
義
經
同
腹

　

の
兄
な
り
末
ヘ
ニ
ハ
何
と
い
ひ
し
そ
曰
系
譜
を
按
す
る
に
今
若

　

後
に
出
家
し
阿
野
法
橋
全
成
と
称
す
又
醍
醐
の
悪ア
ク

禅
師
と
も

　

い
へ
り
東
鑑
ニ
云
建
仁
三
年
五
月
十
九
日
依
有
謀
叛
聞
被
召
籠
御

　

所
中
武
田
五
郎
信
光
虜
ヘ
之
配
常
陸
国
云

其
後
下
野
国
に
し
て

　

終
に
殺
さ
れ
し
由
有
リ
乙
若
も
法
師
に
な
り
八
条
の
卿キ
ミ

義
円

　

と
称
せ
し
養
和
元
年
三
月
頼
朝
の
御
方
に
て
墨ス
ノ

俣マ
タ

合
戦
の
時

　

戦
死
せ
し
也
凡
頼
朝
の
兄
八
人
宮
内
丞
義
門
病
死
の
外
皆
横
死

　

な
り
姉
妹
三
人
も
姉
ハ
刃ヤ
イ
バ

に
殺
さ
れ
妹
ハ
川
に
投
死
せ
り
中
納
言
能
保

　

の
室
バ
か
り
そ
栄サ
カ
ヘ

ら
れ
し
是
皆
義
朝
父
を
弑
せ
し
報
と
こ
そ

【
三　

右
】

　

覚
へ
侍
る
頼
朝
卿
と
て
も
父
子
三
代
と
は
申
な
か
ら
頼
家
実
朝

　

ハ
兄
弟
な
れ
ハ
実
ハ
二
世
に
し
て
亡
ひ
給
ひ
け
り
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○
我
国
神
武
天
皇
よ
り
淳
和
帝
に
至
る
ま
て
御
名
を
記
す
と

　

い
へ
共
実
ハ
号
に
し
て
た
し
か
な
る
御
諱
に
あ
ら
す
乳
母
の
姓
な
と
を

　

御
名
に
用
ひ
ら
れ
し
由
准
后
親
房
の
記
に
見
へ
侍
る
仁
明
天
皇

　

始
て
正マ
サ

良ヨ
シ

と
御
諱
つ
か
せ
給
ひ
て
よ
り
ま
さ
し
く
二
字
の
御

　

名
ハ
伝
り
侍
る
こ
れ
そ
帝
位
の
御
ン

始
な
り
け
る
さ
れ
ハ
今
の
俗

　

マ
サ
ヨ
シ
と
名
の
り
侍
ら
ん
事
た
と
ひ
文
字
ハ
異
也
と
も
先
王
の
始

　

諱
な
れ
は
憚
り
奉
る
へ
き
事
也
心
あ
る
人

ハ
代

の
御

　

諱
を
知
り
奉
り
て
避サ
ケ

ま
い
ら
す
へ
き
事
也

　
　

こ
れ
ハ
或
ハ
人
名
乗
字
を
切カ
ヘ

し
て
よ
と
て
こ
し
侍
る
を
見
れ
バ

　
　

正
良
の
字
也
恐
れ
多
き
に
か
く
書
て
返
し
侍
り
し

【
三　

左
】

　
　

近
世
の
僧
法
師
代

の
法
諱
ハ
さ
ら
也
将
軍
家
の
御

　
　

法
名
を
さ
へ
し
ら
て
賤
し
の
民
に
も
同
し
文
字
を
戒
名
に

　
　

し
侍
る
殊
さ
ら
日
蓮
宗
の
文
盲
さ
い
か
に
法
華
経
に
よ
せ

　
　

あ
る
文
字
な
れ
ハ
と
て
醍
醐
院
円
融
院
な
ン

と
を
忌
憚
ら
て

　
　

檀
施
を
貪
り
院
号
に
用
ひ
侍
る
も
多
し
誠
に
お
そ
れ
多
キ

　
　

か
事
に
や

○
椎シ
ヰ

ノ
葉
折
敷
タ
ル
上
ニ
餉
カ
レ
イ
ヽ

盛
云

太
平
記

三
十
五

　
　

折ヲ
シ
キ敷
と
ハ
往
古
木キ

の
葉
を
打
敷
て
食
を
盛
し
よ
り

　
　

盤
を
も
お
し
き
と
い
ひ
し
と
か
や
大
神
宮
の
内
宮
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の
御ミ

饌ケ

ハ
今
も
土
器
に
柏カ
シ
ハ
シ
キ

葉
敷
て
供
し
奉
る

○
お
さ
め
み
か
ハ
や
う
ど
源
氏
須

磨
巻

　
　

仙
源
云
記
録
な
ン

と
に
も
長オ
サ
メ女
御ミ
カ
ハ
ヤ
ウ
ド

厠
人
と
そ
書
と
云

【
四　

右
】

　
　

細
流
に
と
の
字
不
清
不
濁
聞
ゆ
る
や
う
に
よ
む
べ
し

　
　

と
あ
り
八
雲
抄
に
お
さ
め
ハ
下
女
の
事
也
と
ミ
ゆ
按
す
る
に

　
　

今
俗
小
児
不
浄
の
器キ

を
お
か
ハ
と
呼
フ
ハ
御ヲ

厠

ミ

な

カ
ハ

る
へ
し

　
　

夫
レ
を
も
て
あ
つ
か
ふ
下
部
女
を
御ヲ

厠サ

女メ

と
い
ふ
な
る
へ
し

○
摂
津
国
渡
辺
の
ろ
う
の
岸
と
呼
フ
所
ハ
古
へ
駅
楼
と
て
高
殿

　

を
作
り
摂
津
職シ
キ

の
下
司
西
海
の
賊
船
を
遠
見
せ
し
所
也

　

さ
れ
ハ
楼
ノ
岸
と
書
す
其
辺
昔
シ
斎
宮
女
御
帰
京
の
時
か
り
に

　

宿
り
祓ハ
ラ
ヘ

し
た
ま
へ
る
所
あ
り
大
江
殿
と
称
せ
し

○
武
王
紂
辛
か
悪
を
諫
る
事
不
能
終
に
牧
野
の
戦
に
及
ひ
堯

　

舜
其
子
の
不
肖
を
教
ゆ
る
に
由ヨ
シ

な
く
孔
氏
三
世
妻
を
出
し

　

叔
粱
紇
伯
魚

子
思
也

周
公
管
蔡
か
叛
ヲ
討
し
給
へ
る
類
ひ
聖
賢
と
い
へ
共

　

其
徳
を
以
て
化
す
る
事
不
能
皆
是
命
に
し
て
時
の
変

【
四　

左
】

　

に
や
後
世
無
道
の
王
公
事
故
な
く
妻
子
和
し
臣
民
叛
ざ
る

　

も
又
命
に
し
て
変
と
い
う
へ
き
か
も

○
或
人
曰
近
年
世
に
見
る
し
ゆ
ろ
竹
と
い
ふ
ハ
本
名
何
と
い
ふ
そ
と
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答
志
林
を
按
す
る
に
桃
竹
と
い
ふ
物
是
也
葉
如
ク

レ

棕シ
ウ　

身

シ
ュ
ロ

ハ
如
竹

　

密シ
ゲ
キ
フ
シ

□
節
而
実
中
蓋
天
成
柱
杖
也
云

　

又
問
近
年
き
じ
や
く
と
云
鳥
あ
り
格
物
論
に
い
へ
る
白
頸
の
鴉

　

を
南
人
鬼
雀
と
云
鳴
け
ハ
凶
咎
あ
り
と
よ
か
ら
ぬ
鳥
に
や
と
答

　

し
か
ら
す
喜
鵲
と
書
と
か
や
劉
孟
玉
詩
な
と
に
喜
を
ト
と

　

云
是
な
り
又
こ
れ
を
霊
雀
と
云
格
物
論
に
も
其
声
査

　

ニ
然
人
聞
其
噪
則
喜
な
ン

と
見
へ
侍
る
か
ゝ
る
故
我

　

大
公
正公

当
国
に
放
さ
せ
給
ひ
し
か
ハ
頃
日
ハ
多
な
り

　

侍
る

【
五　

右
】

　

○
濃
州
武
藝
郡
神
淵
村
龍
門
禅
寺
ハ
元
僧
寧
一
山

　
　

の
開
基
土
岐
頼
貞
本
願
の
寺
也
頼
貞
ハ
土
岐
隠
岐
守

　
　

光
定
の
息
母
ハ
平
貞
時
女
土
岐
の
嫡
家
也
暦
応

　
　

二
年
二
月
二
十
三
日
に
卒
せ
り
定
林
寺
殿
卓
然

　
　

存
孝
大
居
士
と
号
と
か
や
寺
内
に
熊
野
八
幡
笠（
マ
マ
）神

　
　

等
の
祠
あ
り
又
寺
の
東
北
に
牛
頭
天
王
の
社
あ
り

　
　

是
実
に
旧
地
に
し
て
神
淵
の
号
ハ
一
山
名
付
し

　
　

是
も
と
よ
り
神
祠
有
し
故
也

　

○
荒
井
筑
後
守
名
璃
字
君
美

号
白
石

蕎
麦
麺
の
詩

　
　

落
磑
玉
屑
白
皚
ニ
素
餅
團
圓
月
様
開
芦
倒
孤
洲
吟
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雪
下
蓬
飄
平
野
捲
沙
来
鸞
刀
探
處
游
絲
乱
翼
釜
烹

　
　

時
畳
浪
堆
茉

葷
葱
宜
佐

肯
将
麻
飯
訪
天
台

【
五　

左
】

　
　

称
呼
辨

　
　

名
分
之
学
不
明
則
事
無
體
制
綱
紀
随
壊
凡
所
以
理

　
　

國
正
家
制
行
脩
辞
皆
苟
焉
而
已
且
若
近
世
諸
称
呼

　
　

訛
謬
尤
多
如
我　

國
都
自
桓
武
皇
帝
由
南
都
遷
于

　
　

今
山
城
愛
宕
郡
命
号
曰
平
安
城
以
後
歴
朝
因
之
未

　
　

嘗
有
革
則
是
今
日
通
行
不
易
之
定
称
也
然
世
作
詞

　
　

章
裁
簡
牘
者
率
称
曰
洛
陽
曰
長
安
雖
承
襲
之
久
全

　
　

無
意
蒙
周
成
王
都
河
南
洛
水
之
北
因
号
曰
洛
陽
猶

　
　

汾
陽
河
陽
之
類
特
異
國
一
處
之
地
名
而
歴
代
仍
之

　
　

耳
至
於
長
安
則
宜
如
可
通
称
也
然
是
亦
関
西
都
号

　
　

本
郷
名
而
漢
高
祖
取
以
名
咸
陽
与
洛
陽
相
對
實
有

　
　

方
地
可
指
豈
可
以
此
称
於
別
都
耶
況
我
國
乎
其
他

【
六　

右
】

　
　

如
以
桃
花
銅
駝
称
條
路
之
類
皆
假
託
失
實
殊
非
名
分

　
　

之
正
也
近
来
又
有
居
鴨
川
之
東
西
称
為
河
東
河
西
及

　
　

江
東
江
西
者
居
堀
川
東
西
者
亦
然
大
抵
其
郷
里
宅
舎

　
　

邉
才
有
一
水
便
要
以
江
河
表
之
比
擬
異
國
地
名
甚
可
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鄙
矣
尤
可
笑
者
凡
書
諸
圀
号
必
以
陽
字
帯
之
如
摂
津

　
　

為
摂
陽
播
磨
為
播
陽
筑
紫
為
紫
陽
大
坂
為
坂
陽
其
餘

　
　

皆
然
其
意
以
為
是
則
美
称
也
殊
不
知
陽
本
對
陰
乃
山

　
　

南
水
北
之
謂
如
華
陽
岳
陽
及
前
所
云
洛
陽
汾
陽
之
類

　
　

而
若
無
山
水
可
指
標
者
則
雖
大
都
通
津
亦
不
可
以
陽

　
　

呼
也
山
北
水
南
謂
之
陰
亦
同
其
他
踈
妄
如
以
唐
名
称

　
　

官
名
称
國
守
為
諸
侯
以
假
名
為
諱
以
實
名
為
字
呼
学

　
　

者
為
秀
才
之
属
不
可
勝
数
而
至
於
相
称
為
君
為
公
則

【
六　

左
】

　
　

又
可
謂
無
忌
憚
矣
又
有
約
省
姓
名
模
倣
異
國
人
或

　
　

直
以
伯
某
仲
某
自
命
字
者
与
彼
被
深
衣
幅
巾
以
奉

　
　

祭
祀
之
類
異
文
軌
孰
甚
乎
是
此
皆
始
陋
儒
俗
學
為

　
　

同
一
流
而
其
無
稽
無
識
衒
奇
駭
俗
之
所
為
而
卒
教

　
　

挙
世
之
人
承
訛
踵
誤
不
知
自
名
教
之
罪
焉
可
悲
也

　
　

夫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
正
謹
識

　
　

浅
見
氏
の
弁
其
正
し
き
さ
ま
実
に
世
盲
を
開
て
尤
き

　
　

誤
を
も
か
へ
し
侍
る
へ
き
論
也
是
等
中
世
好
事
の
陋

　
　

儒
浮
屠
氏
か
舞
筆
の

誤
に
始
り
世
の
風
俗
と
成
り

　
　

し
ま
ゝ
に
人
是
に
安
ん
し
い
ふ
か
り
も
し
侍
ら
す

　
　

其
他
東
宮
の
官
人
な
ら
て
諸
寺
の
門
主
に
仕
ふ
る
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僧
を
坊
官
と
呼
ひ
伝
奏
の
人
な
ら
ぬ
を
奏
者
な
ン

と

【
七　

右
】

　
　

称
す
る
も
僭
称
な
れ
と
風
俗
久
し
け
れ
ハ
耳
に
も
立

　
　

侍
ら
す
百
官
の
号
を
犯
し
院
号
を
僭
し
侍
る
も

　
　

常
と
な
り
ぬ
世
の
主
人
ハ
京
太
郎
京
次
郎
な
と
称
す

　
　

る
は
其
内
な
り
下
部
ハ
却
て
京
左
衛
門
何
兵
衛
京
の
助

　
　

な
と
呼
こ
そ
上
下
の
分
も
な
く
お
か
し
け
れ
と
今
ハ

　
　

天
下
あ
ま
ね
く
な
ら
ハ
し
と
し
侍
れ
ハ
如
何
ハ
せ
ん

　
　

処
名
を
以
て
陽
の
字
を
帯
し
て
称
す
る
も
い
と

　
　

久
し
き
事
に
て
源
唱ト
ナ
フ

朝
臣
山
城
重
住
の
時
河
陽

　
　

の
離
宮
を
以
て
国
府
と
せ
し
な
と
古
き
文
に

　
　

侍
る
に
や
河
陽
ハ
今
の

山
崎
な
り

延
暦
遷
都
の
時
左
右
二
京
を

　
　

定
め
九
条
の
街
衢
を
分
条
毎
に
一
坊
を
置
る
所
謂

　
　

桃
花
洞
駝
教
業
豊
財
永
昌
永
寧
宣
風
宣
義
淳
風

【
七　

左
】

　
　

光
徳
安
衆
航
財
崇
仁
延
喜
陶
化
開
建
に
し
て
東
西
の

　
　

京
凡
十
六
坊
有
し
拾
芥
抄
を
考
へ
見
か
へ
し
是

　
　

今
日
仮
託
の
私
称
に
あ
ら
す
某
条
坊
つ
と
呼
フ
を
以
て

　
　

知
る
へ
し
平
安
城
の
号
と
等
し
左
右
の
京
を
源

　
　

家
の
都
に
比
し
て
西
を
長
安
と
い
ひ
今
ハ
亡

ひ
た
り

東
を



78

　

洛
陽
と
称
せ
し
私
に
任
せ
て
名
付
る
所
に
ハ
非
す

　

さ
れ
ハ
守（
カ
）

介
の
京
に
上
ら
せ
給
ふ
を
も
上
洛
と
申

　

事
い
か
ゝ
改
め
呼
へ
き
旦
大
極
紫
宸
の
殿
号
よ
り

　

館
舎
門
閣
の
号
も
唐
の
称
の
ま
ゝ
に
模
倣
せ
さ
せ

　

給
ふ
に
や
官
職
の
号
を
唐
名
に
呼
し
も
近
日
の

　

俗
に
ハ
侍
ら
さ
る
か
陽
成
院
の
元
慶
年
中
に
右
大

　

弁
橘
廣
相ミ
ノ

朝
臣
當
唐
官
畧
抄
一
巻
を
述
し
少
外
記

【
八
右
】

　

嶋
田
忠タ
ヽ

臣ト
ミ

百
臣
唐カ
ラ

名ノ
ナ

抄
一
巻
を
集
む
と
も
に
勅
命
に

　

依
て
考
集
せ
り
故
に
大
政
大
臣
を
相
国
と
申
中
務
卿

　

親
王
を
中
書
王
と
称
し
式
部
卿
な
る
を
ハ
吏
部
王

　

な
と
呼
ま
い
ら
す
検
非
違
使
別
当
を
大
理
と
書
き
し

　

も
珍
し
か
ら
す
清
家
外
記
補
任
に
従
一
位
儀
同
三
司

　

と
注
せ
し
も
唐
名
に
侍
ら
す
や
然
れ
ハ
強
に
唐
名

　

を
呼
侍
る
を
誤
と
ハ
云
か
た
く
や
侍
ら
ん
又
国
の
守
を

　

諸
侯
と
申
も
准
拠
の
事
な
り
昔
藤
原
家
多
く
追

　

封
の
典
あ
り
し
史フ
ヒ
ト

淡
海
公
文
忠

良
房
を
美
濃
公
忠
仁

　

基
経
を
越
前
公
昭
宣

忠
平
を
信
濃
公
貞
信

実
頼
を

　

尾
張
公
清
慎

伊
尹
を
三
河
公
謙
徳

兼
通
を
遠
江
公

　

忠
義

頼
忠
を
駿
河
公
廣
義

為
光
を
相
模
公
恒
徳
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【
八
左
】

　

公
季
を
甲
斐
公
仁
義

此
等
の
謚
封
諸
侯
の
例
に
侍
ら
す
や

　

夫
に
准
し
て
今
一
国
を
賜
ひ
全
領
す
る
貴
人
を
諸
侯

　

と
申
も
昔
の
よ
せ
な
き
か
ハ
諱
の
字
ハ
死
後
の
称
な
る
を

　

後
ハ
倭
漢
共
に
生
る
人
の
尊
称
に
用
ひ
し
も
あ
や
ま
り

　

な
か
ら
風
俗
也
凡
名ナ

字ア
サ
ナ

も
昔
ハ
な
か
り
し
仁
明
天
皇
よ
り

　

そ
正
し
く
二
字
の
御
諱
と
ハ
き
こ
へ
し
後
の
学
生

　

入
学
の
時
文
章
院
の
堂
監
よ
り
書
下
す
名
簿
に
ハ

　

必
字
を
注
し
侍
り
し
由
源
氏
の
爪ツ
マ

印
な
と
に
も

　

の
せ
侍
る
世
下
り
て
ハ
太
郎
次
郎
等
の
称
を
字
と

　

云
ひ
し
事
東
鑑
等
を
見
て
知
る
へ
き
か
も
又
学
者

　

を
秀
才
と
称
す
る
も
我
国
久
し
き
称
呼
に
て
選
叙

　

令
に
凡
秀
才
取
博
学
高
才
者
と
又
考
課
令
に
凡
秀

【
九　

右
】

　

才
試
方
略
策
二
条
な
ン

と
い
へ
り
倭
名
に
ハ
須ス

具ク

礼レ

罷ヒ

　

殿デ

多タ

流ル

加カ

度ド

と
訓
し
又
ハ
比ヒ

止ト

加カ

度ド

と
も
読
侍
る

　

我
国
進
士
及
第
の
事
ハ
令
式
及
ひ
菅
原
和カ
ズ

長
の
桂

　

林
遺
芳
抄
等
其
他
の
旧
記
を
考
へ
見
る
へ
し
い
ま

　

学
校
絶
へ
て
寮
省
等
試
の
事
な
し
さ
れ
と
博
に
し
て

　

才
あ
る
人
を
昔
の
称
に
准
し
て
秀
才
と
称
し
侍
ら
ん
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に
何
の
咎
か
あ
ら
ん
況
や
菅
氏
の
堂
上
家
如
童
献
策

　

の
後
専
ら
秀
才
と
呼
を
や
諸
家
も
准
之
て
称
呼

　

と
し
給
へ
る
に
や
凡
人
を
尊
ひ
て
き
ミ
と
称
す
る
事

　
　

古
来
の
風
俗
に
て
倭

の
詞
に
万

也
禅
家
の

　

法
名
に
そ
某
公
と
牌
せ
る
ハ
あ
た
ら
ぬ
事
も
侍
れ
と

　

夫
も
無
下
の
人
に
ハ
称
せ
す
又
姓
名
を
約
省
し
て

【
九　

左
】

　

か
ら
ら
し
く
呼
も
今
の
ミ
に
ハ
侍
ら
す
や
藤
原
ノ

　

朝
臣
を
藤
ノ
某
と
称
し
藤
中
納
言
菅
宰
相
と
も
申

　

め
り
嵯
峨
仁
明
の
源
氏
ハ
一
字
を
名
と
せ
り
又
昔

　

反
名
の
称
呼
も
侍
る
藤
原
葛カ
ド

野ノ

を
賀カ

能ノ

と
呼ヨ

ひ

　

大
江
匡
房
を
萬マ

歳サ

と
称
せ
し
類
多
か
る
神
鏡
抄

　

に
藤
原
敦
光
の
説
有
リ
反
名
と
ハ
取
二

上
ノ

字（
マ
マ
）
ノ一

仮
名
之

　

初
与
下
字
之
初
若
終
連
為
名
称
之
曰
反
名
と
い
へ
り

　

今
の
人
か
ゝ
る
名
を
付
な
ハ
弁
者
の
為
に
そ
し
ら
れ

　

侍
る
へ
き
に
や
是
等
皆
其
時
代
の
風
俗
に
し
て
上
に
も

　

と
か
め
さ
せ
給
ハ
ね
バ
こ
れ
を
称
し
て
違
犯
と
も

　

申
か
た
し
も
ろ
こ
し
の
名
に
似
た
る
を
忌
侍
ら

　

は
天
皇
太
上
皇
親
王
大
臣
よ
り
将
軍
納
言
等
の
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【
一
〇　

右
】

　

称
ハ
日
本
の
就
字
か
ハ
夫
レ
御
の
字
ハ
天
子
の
御
事
に
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
ン

イ
ン

　

用
ゆ
へ
き
を
我
国
斎
の
字
の
意
を
仮
リ
て
下
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　

　

エラ

　

ま
て
御
の
字
を
つ
け
て
物
事
に
呼
侍
る
も
元
は

　

ひ
か
事
な
か
ら
古
今
世
の
な
ら
ハ
し
に
て
我
カ
主
人
な
と

　

の
事
に
御
字
を
つ
け
て
呼
侍
ら
す
ハ
却
て
誤
り
と

　

こ
そ
な
り
侍
り
な
ん
人
名
の
下
に
様
の
字
を
書
事

　

近
き
比
よ
り
の
俗
な
れ
ど
誤
リ
と
て
殿
と
ハ
呼
れ

　

侍
ら
す
殿
と
い
ふ
も
亦
も
と
ハ
殿
下
の
尊
称
に
し
て

　

関
白
の
外
に
ハ
ど
の
と
も
申
ざ（
マ
マ
）ゝ

り
し
か
末

ハ
人

　

の
称
呼
と
な
り
侍
る
甚
し
き
ハ
主
人
を
梵
語
に
檀
那

　

と
称
し
武
家
の
童
竪シ
ユ

を
小
性
と
呼
小
姓
の
義
不
詳　

故
ニ
或
ハ
扈
従
の

　

字
と
す
石
林
燕
語
等
を
考

れ
は
其
義
あ
た
ら
す

厨ク
リ
ヤ

の
財
出
納
す
る
者
を
賄
マ
カ
ナ
ヒ

と
呼
フ

【
一
〇　

左
】

　

賄
ハ
人
に
ま
ひ
な
ひ
て
物
を
贈
送
す
る
事
に
し
て

　

其
職
に
不
レ

合カ
ナ
ハ

や
侍
ら
ん
こ
れ
等
名
義
に
乖モ
ト
レ

り
と
て

　

我
人
正
し
改
む
へ
き
や
う
な
し
又
古
へ
西
宮
左
大
臣

　

の
室
ハ
皇
女
な
ら
て
愛ア
イ
ノ
ミ
ヤ宮
と
称
せ
し
も
た
め
し
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な
く
典ス

侍ケ

の
因ヨ
ル

子
を
藤
原
因
香
朝
臣
と
男
名
に
呼
ビ

　

し
内
侍
に
ハ
か
や
う
の
称
も
間

あ
る
に
や
か
ゝ
る

　

類
い
く
ら
と
い
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
孔
子
名
を
正
さ
ん

　

と
曰
ひ
し
ハ
さ
る
大
義
の
微
意
ま
し
〳
〵
け
る
に

　

こ
そ
碌ロ
ク

に
た
る
事
物
の
名ナ

ま
て
俗
を
た
め
て
ひ
が

　

〴
〵
し
か
ら
ん
を
は
皆
改
め
正
し
給
ふ
べ
き
御
ン

心
と
ハ

　

見
へ
侍
ら
さ
る
か
季
世
の
す
か
た
つ
と
〳
〵
に
か
そ
へ

　

侍
ら
ん
何
か
ハ
あ
や
ま
ら
さ
る
事
侍
ら
さ
ら
ん
男
の

【
一
一　

右
】

　

さ
か
や
き
剃
り
て
烏
帽
子
も
蒙
ら
す
円
頂
の
儒
者

　

ハ
幅
巾
を
い
た
ゝ
き
婦
人
の
髪
を
も
下
ざ
る
す
か
た
よ
り

　

始
風
俗
の
変
古
へ
を
去
る
事
大
に
遠
し
禅
院

　

に
な
ら
ひ
て
玄
関
書
院
書
院
異
邦
士
の
所
居
な
れ
共　

我
国
の
書
院
ハ
禅
院
よ
り
始
る

の
制

　

古
へ
の
客
殿
遠ト
ヲ
サ
フ
ラ
イ
侍
に
違
ひ
称
呼
す
る
異
邦
を
う
つ
し
て

　

斎
軒
亭
堂
な
と
牓
し
一
向
に
風
俗
の
さ
ま
に
そ

　

な
り
も
て
行
侍
る
さ
れ
は
人
の
す
か
た
も
家
居
も

　

ま
し
て
詞
な
と
古
今
同
し
さ
ま
な
ら
ぬ
ハ
皆
其
世ヨ

の

　

風
俗
に
し
て
其
職
な
ら
ぬ
身
の
と
か
く
是
非
し
侍
る

　

こ
と
に
は
あ
ら
さ
る
に
や
世
の
ひ
が
事
あ
ら
は
誤
り
と

　

心
得
た
る
の
ミ
に
て
可
也
か
と
〳
〵
し
く
他
人
を
と
が
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め
物
し
侍
る
ま
て
ハ
な
く
て
そ
あ
り
な
ん
そ
れ
ハ

【
一
一　

左
】

　

あ
や
ま
り
な
り
と
我
思
ふ
事
も
人
の
う
へ
に
故
あ
り

　

て
た
か
ハ
ぬ
事
も
侍
る
へ
け
れ
バ
事
物
ハ
時
の
ま
ゝ

　

に
せ
ん
こ
そ
め
や
す
か
る
へ
き
戦
国
久
し
き
習
を

　

俄
ニ
改
め
正
し
侍
る
と
も
た
れ
か
ハ
従
ひ
侍
る
へ
き

　

会
客
し
て
我
あ
つ
か
ら
す
の
心
に
於
て
恥
る
事

　

侍
ら
し
今
称
呼
の
弁
を
な
し
り
物
し
侍
る
に

　

ハ
あ
ら
す
か
ゝ
る
事
侍
れ
ハ
一
偏
に
な
心
得
そ
と

　

我
童
蒙
に
語
り
侍
る
事
し
か
り

（
朱
書
）「
宝
永
五
」
戊
子
季
秋
初
三　
　
　
　
　
　
　

信
景
筆

○
勢
州
の
九
鬼
氏
等
当
時
海
賊
と
称
す
今
日
よ
り

　

聞
ハ
よ
か
ら
ぬ
称
呼
な
れ
共
其
世
に
は
此
名
を
以
て
武

　

勇
を
お
も
ふ
ま
ゝ
に
働
き
し
か
ハ
尤
面
目
と
し
侍
り
き

【
一
二　

右
】

　

我
尾
州
御
家
人
千
賀
氏
も
九
鬼
向
井
等
と
同
し
海
賊

　

の
長
な
り
し
寛
文
十
二
年
の
夏　

先

（
朱
書
）

公

「
二
代
光
友
」
正
公

知
多
の

　

別
業
に
遊
ひ
ま
し
〳
〵
け
る
時
千
賀
氏　

御
前
に
て
古
キ

　

事
共
啓
せ
し
中
に　

敬
公
の
御
時
大
名
の
御
用
有

　

て　

命
を
奉
せ
し
勢
州
某
の
嶋
な
る
石
を
こ
そ
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奉
る
へ
き
な
れ
と
所
に
請
と
も
た
や
す
く
ハ
う
け
か
ひ

　

侍
ら
し
と
思
ひ
侍
り
し
程
に
自
船
に
乗
し
水
主

　

百
人
斗
か
う
し
て
か
の
大
石
を
こ
こ
ろ
の
ま
ゝ
に
つ
ま
せ

　

す
て
に
出
ん
と
せ
し
に
郷
民
起
り
合
て
我
船
を

　

留
な
ん
と
ひ
し
め
き
こ
ぎ
来
り
し
を
水
主
に
下

　

知
し
郷
民
の
舟
共
を
こ
と
〳
〵
く
上
放
ら
ハ
し
無
難

　

大
石
を
府
下
に
送
り
侍
り
し
是
自
家
海
賊
の

【
一
二　

左
】

　

業
に
て
か
く
ハ
物
し
侍
り
け
る
と
申
せ
し
と
か
や
其
時
直
に

聞
し
人

　

語
り

侍
る

是
全
盗
賊
の
所
為
な
れ
共
其
比
ま
て
ハ
こ
れ
を

　

家
の
規
模
と
し
西
国
の
大
家
海
賊
と
称
し
度

　

明
地
に
入
て
其
浦

を
掠
し
異
国
是
を
倭
寇
と

　

て
恐
れ
国
〳
〵
備
へ
し
事
東
国
通
鑑
な
と
に
見
へ

　

た
り
海
東
諸
国
記
申
叔
舟

所
述

に
我
国
の
諸
将
よ
り

　

贈
り
し
書
に
備
後
州
海
賊
大
将
左
馬
介
吉
安

　

安
藝
州
海
賊
大
将
備
中
守
国
重
周
防
州
海
賊

　

大
将
軍
源
藝
秀
等
其
他
伊
与
の
貞
義
出
雲
の

　

義
忠
豊
前
の
邦
吉
皆
海
賊
の
大
将
と
書
キ
贈
れ
り

　

是
西
海
強
雄
の
酋
長
の
号
に
し
て
自
傲
り
し

　

称
呼
な
り
け
り
今
ハ
海
賊
な
ン

と
い
へ
ハ
恥
か
ま
し
き
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【
一
三　

右
】

　

や
う
に
思
ふ
人
も
こ
そ
あ
る
へ
け
れ
と
幕
下
に
は

　

其
称
も
今
あ
り
千
賀
氏
の
水
主
昔
の
よ
せ
あ
り
て

　

御
船
出
し
侍
る
時
ハ
単
刀
の
す
か
た
い
と
軽
〳
〵
し
げ

　

な
る
こ
そ
軍
船
の
者
共
と
ハ
見
へ
侍
る
凡
武
ハ
野
人

　

に
近
か
ら
す
ハ
い
か
に
し
て
風
雨
を
従
し
氷
雪
を

　

踏
て
山
野
を
走
り
河
海
を
渡
り
侍
る
へ
き

○
蜻
蜒
古
今
注
に
青

而
大
曰
蜻
蜒

を
我
尾
州
の
俗
ヤ
ン
マ
と
い
ふ

　

西
国
に
て
ヤ
マ
ト
ン
ホ
ウ
と
呼
ヤ
マ
を
ヤ
ン
マ
と
訛
り

　

ト
ン
ホ
ウ
を
略
せ
し
言
也
其
雌
を
メ
ツ
ト
と
云
メ
ト
ン

　

ホ
ウ
の
略
訛
也
一
種
黒
し
て
美
彩
有
も
の
を

　

牛
ヤ
ン
マ
と
云
筑
紫
に
て
ハ
ダ
ン
と
云
と
そ
赤
卒
ハ

　

赤
と
ん
ほ
ふ
大
小

あ
り

紺クロ
ト
ハ
ラ礬
ハ
山
澗
に
有
翼
大
に
し
て

【
一
三　

左
】

　

身
細
き
と
ん
ほ
ふ
也
う
わ
し
き
と
云
小
黒

な
る
も
の
と
異
な
り

胡
黎
ハ
俗

　

に
云
む
き
ハ
ら
と
ん
ほ
ふ
美
色
の
さ
め
た
る
か
こ
と
く

　

異
文
あ
り
淡
白
色
な
る
も
の
と
交
て
雌
雄
也
あ
き
つ

　

虫
ハ
我
上
古
よ
り
の
名
か
け
ろ
ふ
ハ
飛
事
の
速
な
る
を

　

云
然
に
か
け
ろ
ふ
の
有
か
な
き
か
と
間

和
哥
に

　

よ
め
る
ハ
小
細
に
し
て
青
き
と
ん
ほ
う
の
見
る
も
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は
か
な
く
飛
に
か
ひ
な
き
虫
を
云
と
云
但
シ
か
け
ら
ふ

　

と
ハ
飛
か
け
の
速
な
る
を
云
と
心
得
て
た
か
ハ
さ
る

　

よ
し
蚊
と
ん
ほ
う
と
云
ハ
蚊
虫
の
大
な
る
物
に
て

　

人
を
さ
ゝ
す
凡
皆
一
類
に
し
て
異
な
る
も
の
又
多
し

　

蜥
蜴
シ
ヽ
ム
シ
守
宮
ヤ
モ
リ

イ
モ
リ

蜒
蜴
虎
等
一
類
異
顔
也

　

阜
螽
イ
ナ
コ

促
織
キ
リ
〳
〵
ス

莎
雞
キ
リ
ス

竃
馬
カ
マ
ト

キ
リ
ス

及
ひ

【
一
四　

右
】

　

松
虫
鈴
虫
等
も
一
類
に
し
て
異
な
り
蟾
蜍
ヒ
キ

蝦
蟆

　

カ
ヘ
ル

土
黽
足
ノ
長
キ

青
か
へ
る

蛙
土
鴨
ア
マ
カ
ヘ
ル

等
亦
一
類
に
し
て

　

形
近
し
山
蛤
ハ
井
手
の
か
ハ
つ
な
る
か

○
松
に
茯
苓
あ
り
竹
に
雷
丸
あ
り
茯
苓
ハ
異
薬
に
し

　

て
雷
丸
ハ
毒
有
松
露
ハ
茯
苓
の
類
馬
勃
ハ
雷
丸
の

　

類
に
し
て
大
小
の
異
有
馬
勃
ハ
俗
狐
の
袋
と
云

又
首
た
け
な
と
よ
ふ

松
子
ハ
人

　

に
よ
ろ
し
く
竹
実
ハ
自
然

毒
あ
り

　

定
粉
本
草
綱
目
白
粉
也

ヲ
シ
ロ
イ

烏
金
石
医
書
大
全
石
灰

也
イ
シ
ハ
イ

百
和
香
古
今
集
の
哥
ニ
見
ゆ

藻
塩
草
に
ア
ハ
セ

　

タ
キ
モ
ノ
と

云
り

宋
洪
芻
か
香
譜
に
其
方
多
く
見
ゆ
日
本
に
て
も

　

薫
物
ハ
久
し
き
も
て
あ
そ
ひ
物
に
や
六
種
勅
方
後
小
松
院

御
製
法

　

梅
花
春

荷
葉
夏

菊
花
秋

落
葉
冬

侍
従
官
女
侍
従

と
云
人

　

合
せ
初
し

法
と
そ

黒ク
ロ
バ
ウ方
玄
之
又
玄
と
云
心
に
し
て　
　
　

其
香
の
妙
合
よ
り
名
ツ
ク
ト
云
云
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【
一
四　

左
】

【
一
五　

右
】

　

こ
れ
我
国
本
系
の
伝
な
り
古
へ
諸
家
に
命
し
其
本
系

　

を
献
せ
し
め
て
図
書
寮
に
蔵
め
給
ふ
夫
本
系
の
書
式
ハ

　

右
の
三
例
三
体
に
八
等
の
尸
祖
を
し
る
し
其
本
貫
及

　

母
氏
等
の
書
や
う
さ
ま
〳
〵
習
ひ
あ
る
事
也
近
世
の
系

　

図
此
故
実
を
知
す
し
て
妄
意
に
書
す
故
に
系
図
と

姓
三
別

神
別

皇
別

諸
蕃

一二三

一二三一二三一二三

伯
子大

氏

氏
上

コ
ノ
カ
ミ

大
宗
家
之
長

民
部

カ

 

キ

 

ベ

司
ル二

封
戸
ヲ一

家
部

ヤ

 

カ

 

ベ

仕
フ二

家
事
ニ一

氏
上

小
宗
家
之
長

三
体
三
別

仲
子小

氏

民
部

家
部

季
子伴

 
 

造

ト
モ
ノ
ミ
ヤ
ツ
コ

氏
上

別
子
之
長

民
部

俗
ニ
云
本
家

俗
云
一
族

俗
云
被
官

家
部
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家
牒
と
伝
記
と
三
体
あ
る
事
を
不
弁
甚
敷
ハ
女
子
の

　

子
孫
ま
て
書
つ
ら
ね
侍
る
事
古
の
本
系
帳
を
見

　

さ
る
者
の
所
為
也

　

五
雑
爼
に
瓜ウ
リ

の
事
い
へ
り
礼
経
に
削サ
ク

レ

瓜
に
副
四
ツ
に

サ
ク

二
ツ
に

サ
ク

　

疐
ヨ
コ
ギ
リ
ニ
シ
テ

ホ
ゾ
ヲ
去
ル

等
の
事
あ
り
是
我
国
真
桑
瓜
を
削サ
ク

法

　

と
同
し
謝
氏
ハ
西ス
イ

瓜
の
事
か
と
疑
へ
り
彼
云
諸
瓜
其
色

　

沢
香
味
豈
復
有
出
西
瓜
之
上
者
等
記
せ
り
さ
れ
ハ
我

【
一
五　

左
】

　

国
真
桑
瓜
の
如
き
ハ
異
邦
な
し
と
見
ゆ
又
彼
云
今
人

　

西
瓜
之
外
無
有
薦
賓
客
会
食
者
と
書
せ
る
を
以
て

　

知
る
へ
し
甜
瓜
金
瓜
等
ハ
あ
れ
共
其
香
味
日
本
の
瓜

　

に
不
及
と
清
僧
千
呆カ
イ

そ
の
か
み
語
れ
り
又
我
宇
治
茶

　

の
如
き
上
品
今
も
ろ
こ
し
に
絶
て
引
茶
の
製
さ
へ

　

知
ら
ず
と
い
へ
り
我
国
唐カ
ラ

物
の
茶
入
レ
と
て
秘
蔵
し

　

侍
る
ハ
宋
朝
の
時
渡
り
し
器
な
り
元
に
至
り
明
に

　

革
り
清
に
変
し
て
此
器
た
へ
て
な
し
と
そ

○
慶
長
十
二
年
丁未

三
月
五
日
従
三
位
行
左
近
衛
権
中

　

将
兼
薩
摩
守
源
忠
吉
卿
薨
号
性
高
院
殿
三
品
前
親
衛

中
郎
将
憲
瑩
玄
伯
大
居
士

　

同
年
四
月　

敬
公
に
尾
州
を
封
し
給
ひ
し
見

尾
州
舊

話
畧
等

　

或
人
問
信
濃
の
御
領
ハ
此
時
に
非
す
と
如
何
曰
是
レ
を
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【
一
六　

右
】

　

古
家
に
聞
し
慶
長
十
七
年
壬

子
後
水
尾
院

即
位
元
年

五
月
濃
州

の
内

　

元
和
元
年
乙卯

八
月
信
州
木
曽
及
濃
州
川
並
等
御
附

　

三
万
二
千

石
余
ト
云

　

此
後
元
和
五
年
己未

三
月　

台
廟
の
命
に

　

し
て
濃
州
の
地
重
て
増
進
せ
ら
れ
し
と
云

　

岐
阜
此
時
御
領
と

な
る
と
云

○
源
空
弟
子
な
り
し
隆
寛
律
師
ハ
妻
帯
の
僧
也
三
子

　

あ
り
し

　

親
鸞
ひ
と
り
妻
帯
な
る
に
あ
ら
す

○
神
を
祭
る
其
位
を
設
る
事
如
何
答
神
社
に
よ
り
て

【
一
六　

左
】

　

不
同
熱
田
宮
の
こ
と
き
ハ
五
神
の
神
座
御ギ
ョ
シ
タ
チ

尸
立
の
秘

　

を
伝
へ
て
知
る
へ
し

権
律
師

隆
寛

聖
尊
大
僧
都

聖
増
権
僧
正

茲
胤
法
印
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第
五　
　

こ
れ
ハ
異
邦
神
道
右
神
の

右
也

を
尊
フ
礼
に
し
て

　
　

第
四　
　

西
上
東
下
と
習
ふ
凡
ソ
神
拝
の
時
も
我
カ
右

　

北
第
三

南

　

神
の

左
也

の
方
に
よ
り
て
下
座
よ
り
可
拝
礼ラ
イ

　
　

第
二　
　

事
也

　
　

第
一　
　

熱
田
宮
上
下
の
祠
椎シ
イ

木
あ
り
是
古
へ
の

　
　
　
　
　
　

拝
所
歟

　

伊
勢
太
神
宮
の
こ
と
き
ハ
昔
皇
太
神
ハ
中
位
兒コ
ヤ
ネ屋
ノ
命
太フ
ト

　

玉
命
左
右
の
相
殿
に
ま
し
〳
〵
け
る
倭
姫
世
記
に
兒
屋
ノ

　

神
ハ
弓
ヲ
ン
タ
テ
シに
座マ
ス

と
口
伝
に
曰
弓
は
左
リ
に
執ト
ル

故
ニ
太
神
の
御
ン

左
の

　

方
と
習
ひ
太
玉
ノ
命
ハ
剣
に
座
と
口
伝
に
曰
剣
ハ
右
に
握ト
ル

故
に

【
一
七　

右
】

　

太
神
の
御
右
の
方
と
習
フ
ト
云

　

外
宮
御
鎮
座
の
後
左
ハ
手
力
雄
命
右
ハ
千

姫
命
を
相

　

殿
と
す
是
亦
習
あ
る
事
也
千
千
姫
ハ
皇
孫
の
后
手
力
雄
ハ
臣
神
な
り

左
右
序
つ
る
事
口
傳
あ
り

　

倭
漢
宮
制
如
何　

答
朱
氏
曰
古
人
宮
室
の
制
前
に
門
有ア
リ

　

中
に
堂
あ
り
後
に
寝
あ
り
凡
屋イ
エ

を
為
こ
と
三
重
に
し
て

　

通
し
て
墻
を
以
て
こ
れ
を
囲
こ
れ
を
宮
と
い
ふ
よ
し

　

見
へ
た
り
文集

我
朝
の
神
宮
も
こ
れ
を
則
と
し
て
造
れ
り

こ
れ
に
て
可
考
熱
田
等
ハ
宮
作
り
な
り
但
シ
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今
正
の
御
殿
と
称
す
る
ハ
古
へ
の
神
庫
か
然
レ
ハ

神
門
と
殿
堂
と
あ
り
て
後ウ
シ
ロ

に
宝
剣
の
御
ン

庫ク
ラ

幣
帛
の
御
庫
を
立
た
る
者
ノ
か
伊
勢
の
宮

制
モ
亦
神
門
の
内
に
神
殿
一
宇
宝
殿
二

宇
な
り
八
剣
宮
ハ
却
ツ
て
霊
寝
あ
る
か

【
一
七　

左
】

　

神
門
の
左
右
よ
り
御
垣
或
ハ

廻
廊

あ
り
て
四
囲
し
内
に
神
殿

　

を
造
る
ハ
宮
作
也
神
殿
の
ミ
に
し
て
直
に
拝
殿
を
為ツ
ク
ル

　

ハ
社
作
り
な
り
我
府
下　

東
照
宮
ハ
実
に
三
重
の
宮
制
也

　

熱
田
社
神
堂
を
渡ワ
タ
リ
デ
ン殿
と
称
し
神
門
を
祭サ
イ
モ
テ
ン

文
殿
と

　

云
ハ
後
世
の
誤
り
成
へ
し
宮
制
も
と
勅
命
也
豈

　

私
称
あ
ら
ん
や

　

此
外
春
日
住
吉
ハ
も
と
よ
り
四
座
を
祭
る
故
ニ
神
祠

門

堂
寝殿　正宝

殿
宝
殿

門　神
宮　内

殿　正

殿　渡

門　神
宮　外

殿文祭

宝
殿

宝
殿

正
殿

宝
剣
神
庫
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【
一
八　

右
】

　

四
宇
を
立
ツ
熱
田
宮
五
神
を
祭
る
と
い
へ
共
本
只
一

　

座
四
神
ハ
配
享
の
故
別
に
祠
を
作
ら
す
渡
殿
に
五

　

神
の
御
尸
立
を
安
置
す

　

も
ろ
こ
し
聖
賢
を
祀
る
座
位
或
ハ
右
を
上
と
し
又

　

左
を
上
と
す

　
　

孔
子
廟
堂

　
　
　

曽
子　
　

是
左
を
上
と
す
る
祀
り
や
う
な
り
仏

　
　
　

顔
子　
　

家
仏
菩
薩
の
座
位
も
亦
大
概
如
此

　

孔
子
子
思　
　

密
家
曼
荼
羅
の
伝
を
聞
て
知
る

　
　
　

孟
子　
　

へ
き
か
も

　

凡
祀
位
の
次
て
様
文
會
筆
録
に
よ
く
記
せ
り
昭
穆

　

の
次
て
や
う
と
西
上
に
立
て
や
う
と
左
を
上
と
す
る
と

【
一
八　

左
】

　

い
つ
れ
も
一
義
あ
り
彼
を
以
て
是
を
非
と
す
る
事

　

な
か
れ

○
水
旱
風
癘
疫
也

虫
蝗
也

を

管
子
に
凶
年
の
五
害
と

　

せ
り
凡
蝗
ハ
い
な
む
し
の
惣
名
に
し
て
螟
爾
雅
に
心
を

食
ふ
と
云

　

説
文
に
葉
を
食
ふ
と
云

一
に

に
作
る
音
特

雅
に
根
を
食
ふ
と

賊
節
を
食

ふ
と
云

　

の
四
種
あ
り
各
形
異
に
し
て
害
を
な
せ
り
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後
宮
名
目
三
巻
ハ
冷レ
ン
セ
イ泉
大
納
言
藤
原
為
兼
卿
の
女
御
櫛

　

笥
中
将
局
筆
し
て
将
軍
家
の
御
台
所
へ
ま
い
ら
せ
ら
れ

　

し
書
也
世
に
し
れ
ぬ
故
実
多
侍
る
今
其
一
二
を
抄

　

し
て
遺
忘
に
備
ふ
如
左

　

中
の
こ
ろ
も
宿ト
ノ
イ
モ衣
の
事

御ヲ

す
べ
り
御
ン
褥
シ
ト
ネ

但
夜
の　
　
　
　
　

御
し
と
ね
な
る
へ
し
云

　

お
お
そ
御ヲ
モ
ジ帯

御
し
た
裳モ

御
ン
ゆ
ぐ
の
事
為
家
よ
ミ
侍
る
対タ

イ

の

宮
を
祝
ひ
奉
り
御
産
湯
ひ
か
せ
お（マ

マ
）し

【
一
九　

右
】

　

  

侍
り
時

　

波
よ
す
る
松
の
し
た
も
に
万
代
と
な
れ
て
き
な
く
や
友
鶴
の
こ
ゑ

伊
勢
神
垣　

御
産
に
臨
ま
せ
給
ふ
時
御
よ
り
そ
ひ
の
御
物
也
大
さ
□
ゑ

　
　
　
　
　

御
清キ
ヨ
ト
コ
ロ所
の
御
厨
子
棚
の
大
さ
に
し
て
中
に

（
マ
マ
）

綿
を
入
レ
侍
る

幸サ
イ

の
御ヲ
マ

守モ
リ　

嫁
娶
の
夜
妻
の
方
よ
り
も
て
ま
い
ら
せ
給
ふ
雌メ

雄ヲ

と

　
　
　
　
　

分
ち
て
二フ
タ

懸カ
ケ

長
二
尺
た
け
六
寸
懸
緒
ハ
蜷ミ
ナ
ム
ス
ヒ結
多
ハ
菊
の

　
　
　
　
　

結
形
を
用
る
事
故
実
也
守
の
織
物
ハ
白
地
紋
ハ
鴛
鴦

　
　
　
　
　

或
ハ
松
竹
鶴
亀
の
類
ひ
也
夫ヲ
ツ
ト

の
御
守
ハ
母モ

屋ヤ

の
中

　
　
　
　
　

柱
に
か
け
妻
の
ハ
母
屋
の
菱
柱
に
懸
ク
と
云

紅モ
ミ
ヂ葉
見ミ

　

後
宮
の
み
そ
か
事
に
て
侍
る
嫁
娶
の
夜
よ
り
次
の
夜

　

ま
て
ハ
白
き
す
べ
り
中
の
衣
下
裳
す
へ
て
白
き
色
を

　

用
る
其
夜
す
き
て
明ツ
ト
メ

て
ハ
其
す
へ
り
の
物
中
の
衣
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【
一
九　

左
】

　

も
み
ち
の
色
そ
ミ
た
る
御
下
裳
を
ハ
妻
の
家
に

　

お
く
り
ま
い
ら
す
る
也
扨
そ
れ
過
て
い
ろ
の
す
へ
り

　

中
の
衣
よ
り
も
御
下
裳
ま
て
紅
ク
レ
ナ
イ

あ
る
ハ
桃
色
の

　
　

御
物
と
な
し
入
レ
申
也
云

主
文
長
き
故

略
書
ス

　
　

信
景
按
す
る
に
今
世
嫁ヨ
メ

行イ
リ

女ム
ス
メ

ハ
白
き
小
袖
や
う

　
　

を
用
ゆ
上カ
ミ

さ
ま
ハ
御
屏
風
の
絵
な
と
す
へ
て
御

　
　

調
度
と
も
皆
白
き
を
用
ひ
さ
せ
給
ふ
ハ
処
女
の

　
　

し
る
し
な
る
へ
し
御
色
な
を
し
ハ
紅
葉
見
の

　
　

遺
風
也

御
火
ど
ま
り

　

妻
の
家
に
て
親
の
か
た
さ
ま
祝
ハ
せ
た
ま
ふ
こ
と
也
白

　

川
院
の
中
宮
賢
子
承ゼ
ウ
リ
ヤ
ク暦
二
年
七
月
九
日
御
産
お
ハ
し

【
二
〇　

右
】

　

け
る
其
前
御
懐
胎
の
御
け
し
き
と
て
中
宮
例
な
ら

　

す
お
わ
し
け
る
正
月
の
中
こ
ろ
関
白
師
實
公
参

　

内
お
わ
し
ま
し
て
不ユ
ク
リ
ナ
ク意
御
椀マ
ガ
リ

の
た
ま
り
水
を
主
上

　

に
う
ち
か
け
さ
せ
お
は
し
け
る
お
ほ
し
か
け
さ
せ
給
は
さ
る

　

御
事
な
れ
ハ
い
か
に
そ
や
〳
〵
と
斗
に
て
あ
き
れ

　

さ
せ
お
は
し
け
る
を
弁
の
内
侍
と
て
年
四ヨ
ソ
ヂ十
を
過



95

　

き
有
職
に
な
れ
た
る
内
侍
お
ハ
し
け
る
が
こ
れ
ハ
御ミ

　

け
し
き
な
さ
せ
給
ふ
そ
よ
中
宮
の
御ヲ

火
ど
ま
り

　

の
料リ
ヤ
ウ

に
殿ト
ノ

の
祝
ハ
せ
た
ま
ふ
に
て
さ
ふ
ら
ふ
と
申

　

さ
れ
け
れ
ハ
主
上
も
御
ン

ほ
ゝ
ゑ
ま
せ
給
ひ
て
お
も
は

　

ゆ
き
こ
と
ふ
き
ハ
麻
呂
か
儲
と
も
ゑ
覚
へ
さ
せ
ま
し
ま
さ
す

　

と
て
う
つ
ふ
し
笑
ハ
せ
給
ひ
ぬ
抑
御
火
と
ま
り
と
ハ

【
二
〇
左
】

　

女
人
経
水
の
行
る
ゝ
事
一
月
と
し
て
怠
る
事
な
く

　

侍
る
さ
れ
と
懐
胎
の
心
ハ
へ
侍
れ
ハ
さ
や
う
の
事

　

や
ミ
侍
る
也
な
へ
て
後
宮
の
諺
に
経
水
を
火
と
名

　

つ
け
来
る
ハ
対
屋
に
出
て
別
火
を
か
ま
ふ
る
事
よ
り

　

そ
起
り
け
る
経
水
行
れ
ね
ハ
対
屋
に
出
す
別
火
を

　

か
ま
へ
ね
は
御
火
留
り
と
ハ
申
侍
る
火
ハ
水
を
以
て

　

消
物
な
れ
ハ
水
を
以
て
火
を
と
め
ね
御
火
留
り
の

　

末
あ
り
て
御
誕
生
疑
ひ
な
き
事
を
こ
と
ふ
き
お
ほ

　

し
て
の
事
な
る
へ
し
夫
よ
り
後
ハ
例
と
な
り
て

　

建
武
年
中
に
ハ
家
こ
と
に
は
か
な
き
者
ま
て
こ
の

　

こ
と
ふ
き
を
な
し
て
嫁
娶
過
て
の
つ
と
め
て
の

　

正ム
ツ
キ月
に
ハ
必
妻
の
縁
家
よ
り
水
祝
と
て
侍
る
事
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【
二
一　

右
】

　

に
て
侍
る
云

云
文
を
略
書
す

　
　

信
景
按
す
る
に
月
水
行
る
ゝ
間
を
俗
に
た
や
と

　
　

云
ハ
対
屋
の
云
あ
や
ま
り
に
や
さ
れ
と
伊
勢
の

　
　

神
人
な
と
ハ
別
屋
を
作
り
て
他
屋
と
い
ふ
に
や

　
　

又
水
祝
ひ
の
事
松
永
弾
正
よ
り
起
る
共
又
ハ

　
　

駿
州
に
て
御
家
人
さ
ら
ぬ
事
に
て
妻
を
さ
る
事

　
　

多
か
り
し
よ
り
再
娶
の
男
に
正
月
水
あ
ひ
せ

　
　

給
ひ
し
よ
り
事
始
り
し
な
ン

と
俗
説
に
申

　
　

侍
る
ハ
後
宮
名
目
の
古
き
起
り
を
知
ら
さ
る

　
　

者
の
言
な
り
と
覚
へ
侍
る
さ
れ
と
水
祝
の
事

　
　

ハ
古
へ
よ
り
あ
り
な
か
ら
そ
れ
ハ
外シ
ウ
ト舅
の
方
よ
り

　
　

す
る
事
な
り
近
代
の
水
祝
ハ
大
概
朋
友
の

【
二
一　

左
】

　
　

若
輩
等
す
る
事
な
れ
ハ
俗
説
の
云

ハ
朋
友
よ
り

　
　

な
せ
し
起
り
に
や
か
ゝ
る
事
ハ
礼
に
も
見
へ
す

　
　

師
実
公
の
せ
ら
れ
し
も
野
俗
の
す
な
る
事
を

　
　

傚
ひ
て
い
と
も
不
敬
の
わ
さ
を
な
ん
為
さ
れ
け
る

　
　

に
や
さ
ら
に
君
臣
の
す
か
た
と
も
不
覚
夫
よ
り

　
　

末

近
世
の
水
祝
と
て
す
な
る
ハ
新
婦
を
娶
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れ
る
夫
に
甚
う
き
目
を
見
せ
て
興
と
す
る
さ
ま

　
　

朋
友
の
道
に
背
き
礼
義
を
捨
侍
る
わ
ざ
な

　
　

め
り
京
の
商
家
な
と
ハ
こ
と
さ
ら
驕
り
の
ゝ

　
　

し
り
侍
る
と
そ
我
府
下
近
き
比
禁
止
の

　
　

命
あ
り
て
さ
る
あ
さ
ま
し
き
事
侍
ら
す

　

深
窓
に
や
し
な
ハ
る
ゝ
む
す
め
を
五ゴ

文モ

字シ

と
申
す
ハ

【
二
二　

右
】

　

保
元
平
治
の
比
よ
り
大
か
た
ハ
申
侍
る
に
や
信
西
法

　

師
の
女
弁
の
局
の
上
西
門
院
の
命
婦
の
か
た
へ
お
く

　

れ
る
哥
に

　
　

人
に
い
つ
五
の
文
字
の
あ
と
き
へ
て
俤
さ
へ
も
か
き
く
も
り
ぬ
る

　

と
よ
ミ
侍
る
哥
信
西
の
日
記
に
あ
り
周
礼
の
注
疏
に

　

婦
人
ハ
備
五
徳
以
為
貞
婦
と
あ
り
五
徳
と
ハ
貞
清
美

　

譜
胎
と
て
貞
ハ
外
男
を
か
へ
り
ミ
す
清
ハ
し
う
と
だ
つ
か
た

　

を
貪
ら
す
又
身
に
近
き
親
シ
タ
シ
ミ

の
し
る
へ
た
る
人
を
以
て

　

夫
の
財
禄
を
つ
ゐ
や
さ
す
美
と
ハ
そ
の
か
た
ち
す
く
れ

　

ら
う
た
げ
な
る
譜
と
ハ
先
祖
よ
り
系
図
正
し
き
事

　

胎
と
ハ
相
続
の
目
出
度
ご
と
に
て
侍
る
文
を
略
書
す

　

文フ
バ
コ箱
女
房
の
文
に
ハ
日
時
年
月
を
記
さ
す
さ
れ
ど
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【
二
二　

左
】

　

い
づ
ら
の
時
と
し
る
さ
す
せ
ハ
い
か
ゝ
ハ
せ
ん
さ
る
に
よ
り
て

　

ふ
は
こ
を
あ
ま
た
調
じ
を
き
て
時
に
ふ
れ
折
に
あ
ひ

　

た
る
絵
様
の
箱
に
入
て
お
く
る
へ
き
也
文
略
書
す

　
　

信
景
按
す
る
に
文
箱
の
蒔
絵
ハ
心
得
有
へ
き
事

　
　

な
り
今
ハ
か
ゝ
る
事
も
す
へ
て
知
る
人
な
く
思
ふ

　
　

ま
ゝ
に
蒔
絵
を
好
ミ
侍
る
に
や
夫
故
春
も
紅
葉

　
　

萩
な
と
の
絵
あ
る
文
箱
秋
も
梅
様
な
と
ま
き
ゑ

　
　

や
う
を
用
ひ
侍
る
卑
賤
の
身
ハ
と
ま
れ
か
く
ま
れ

　
　

大
家
の
御
嫁
娶
な
と
取
あ
つ
か
へ
る
人
よ
く
知

　
　

へ
き
事
也

〇
敬
（
朱
書
）「
初
代
　
源
」

公
の
御
時
水
野
の
東
国
山
に
て
金尾
張
名
所
図
絵
ニ
ハ
鉄
ノ
桶
ト
ア
リ

の
筒
を
堀
出
せ
り

　

実
に
古
物
ニ
て
銘
に
當
国
神
社
と
あ
り
即
尾
張
戸ベ

ノ
神
社
の
事

【
二
三　

右
】

　

〇
尾
州
庄
名

＊
海
西
郡　

茨
木　

日
置　

早
尾

市
江　

冨
安　

永
岡　

已
上
六
庄
此
外
古
書
有
小
嶋
庄

　

中
嶋
郡　

小
田
井
立
ツ
部　

国
府　

中
ノ
庄　

生イ
ク
デ出　

小
平　

熱
田　

重
田　

長
岡　

高
登　

丹
羽　
　

門
間　

対タ
デ手　

熊
ノ
庄　

中
野　

中
岡　

今
寄　

真
清
田

　
　
　
　
　

河
内　

荒
木

濱
田

　

已
上
十
二
庄
此
外
大
須
庄
属
美
濃

　

葉
栗
郡　

門
間

平
泉　

已
上
二
庄

　

丹
羽
郡　

稲
木　

井
上　

江
城　

小
弓

柳　
　

虫
鹿　

岩
田　

高
雄　

已
上
八
庄
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愛
智
郡　

名
古
屋　

山
田　

市
部　

井
戸
田　

則
武　

一
柳

日
置　
　

星
崎　

鳴
海　

千
竃　
　

八
事　

長
根　

已
上
十
二
庄

　

智
多
郡　

大
高　

江
ノ
庄　

鴨
海　

英
比　

大
野　

藪　
　

野
間　

土ツチ
田　

豆
志
東
西　
　
　

荒
尾　

木
田　

寺
本　

内
海

　
　
　
　
　
内
嶋　

河
和　

但
馬　

大
高

嶋
庄　

東
浦　

花
房　

常
滑　

已
上
二
十
二
庄

　

海
東
郡　

松
葉　

冨
田　

冨
吉　

蟹
江　

日ヘ

置キ

中
ノ
庄　

保　

竹　

門
間　

中
切

　

已
上
十
庄

　
　

＊
「
春
日
井　

小
田
井
、
山
田
、
朝
日
、
能
、
一
色
、
舩
場
、
田
中
、
醍
醐
、
篠
木
、
柏
井
、
安
食
、
已
上
十
一
庄
」

三
代

〇
我
綱
誠
公
有
司
に
命
し
て
小
牧
山
及
ひ
長
湫
の
戦
蹤

　

を
正
さ
し
め　

先
公
敬
公
の
遺
書
に
よ
り
て
事
実
を
さ

【
二
三　

左
】

＊　

く
り
求
め
詞
臣
並
河

自
晦

を子
健
ト
号
ス

し
て
碑
の
銘
を
作
ら
し
め
石
に

　
　

刻
し
て
永
く　

大
神
君
戎
衣　

進
の
政
を
あ
ら
ハ
し

　
　

忠
義
の
士
臣
控
弦
抗
戈
の
功
を
知
し
め
後
の
士
を
し
て

　
　

講
武
に
進
ま
し
め
ん
事
を
欲
し
て
の
御
事
な
り
し
に

　
　

銘
す
て
に
成
て　

公
薨
し
給
ひ
し
か
ハ
其
事
徒

　
　

に
止
に
き
恨
む
へ
し
憎
む
へ
き
か
な
尾
張
誌
、
尾
張
名
所
図
絵
ニ
碑

文
出
ヅ

　
　

＊
「
碑
本
曰　

元
録（
マ
マ
）十
一
年
戊
寅
冬
十
一
月
日　

尾
陽
詞
臣
並
河
子
健
百
拝
記
」

〇
麁
絹　

按
す
る
に
素
絹
と
書
て
白
き
を
い
ふ
ハ
非
か
台
家
黒
き

　

を
も
そ
け
ん
と
云

〇
或
染
工
井
げ
た
の
紋
を
書
し
に
一
人
の
染
工
是
を
見
て

　

曰
法
を
し
ら
す
し
て
妄
に
う
わ
ゑ
せ
し
井
文
字
を
絵

　

書
ハ
左
を
上
に
か
さ
ね
書
か
故
実
也
右
を
上
に
か
さ
ね
書
ハ
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人
の
字
と
な
る
四
人
ハ
し
び
と
に
き
こ
ゆ
る
故
入
の
字
と

【
二
四　

右
】

　

な
る
や
う
に
書
な
り
と
い
ひ
し

是
右
を
上
に

是
左
を
上
に
し
て

し
て
人
の
字

入
の
字
に
な
る
也

に
な
る
也

〇
工
匠
の
棟
上
に
墨
指
を
第
一
に
置
て
手テ
ヲ
ノ斧
を
次
に

　

置
て
終
り
に
曲カ

尺ネ

を
置
て
祝
す
其
故
を
と
へ
ハ
是
水

　

の
字
な
る
と
い
ひ
し
俗
風
な
れ
共

　

和
漢
家
作
り
に
水
を
用
ひ
侍
る
事

　

屋
上
に
鴟
尾
を
置
き
内
に
天
井
を
設

〇
或
ハ
藻
を
描
龍
を
図
す
る
事
皆
水
物
を

　

製
し
て
火
災
を
い
と
ふ
水
の
字
を
つ
く
る
も
此
意
也

〇
浅
野
家
義
士
主
君
の
讎
を
報
せ
し
四
十
余
人
の
中
に

【
二
四　

左
】

　

間ハ
サ
マ

何
某
重　次

郎

其
老
母
妻
女
に
及
ひ
娘
を
下
人
某
に
命
し
て

　

西
国
の
ゆ
か
り
有
方
へ
立
退
せ
し
難
波
よ
り
出
船
の
際キ
ハ

　

舟
人
彼
老
母
及
ひ
内
室
を
ひ
そ
か
に
殺
し
器
財
を
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盗
み
娘
を
ハ
花
柳
へ
売
り
大
坂

新
町

て
行
衛
な
く
な
り
し

　

彼
下
人
主
の
命
を
奉
せ
し
甲
斐
も
な
く
し
な
た
れ

　

今
ハ
世
に
生
て
あ
ら
ん
も
な
か
〳
〵
口
お
し
と
思
ひ

　

し
か
一
度
悪
徒
を
打
て
其
後
兎
も
角
も
な
る

　

へ
し
と
思
ひ
定
め
質
を
か
へ
て
窺
ひ
し
九
か
へ
り
の

　

春
秋
を
送
り
心
を
く
た
き
近
き
比
ハ
乞
食
し
て
大

　

坂
の
内
を
尋
ね
し
或
油
う
る
富
家
に
て
我
主
人

　

の
器
を
見
出
し
重筥

是
な
り
と
か
く
つ
け
ね
ら
ひ
し
か

　

果
し
て
彼
い
た
つ
ら
者
を
慥
に
見
届
け
油
屋
と
な
り

て
留
り

【
二
五　

右
】

　

吏
所
鈴
木　

飛
騨
守

に
訟
し
か
ハ
や
か
て
め
し
取
レ
て
先
の
悪
行

　

悉
く
白
状
せ
し
即
獄
に
つ
な
か
れ
て
関
東
に
告
ら
る

　

彼
ノ
下
人
神
妙
の
い
た
し
や
う
を
吏
所
に
も
感
せ
ら
れ

　

侍
る
と
難
波
人
よ
り
此
比
書
送
り
東
よ
り　

柳
営

　

の
官
人
に
聞
し
趣
な
ン
と
云
越
侍
る

○
熱
田
の
郷
に
加
藤
氏
あ
り
其
元
勢
州
山
田
よ
り
来
り

　

神
宮
葺シ
フ
フ工
の
家
と
な
れ
り
其
裔
水
野
氏
の
女
を
娶

　

れ
り
是
傳
通
大
夫
人
の
御
妹
也

　

神
君
幼
き
時
加
藤
か
家
に
入
せ
た
ま
ひ
け
る
も
母
公

　

よ
し
有
し
ゆ
へ
な
り
と
そ
今
に
彼
家
代

　

大
樹
の
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朱
章
を
許
し
て
采
地
を
領
し
侍
る
又
同
前
に

　

岡（
朱
書
）「
尾
張
名
所
図
絵
ニ
本
ヲ
作
也
」

部
氏
あ
り
代

宮
社
の
工
匠
を
事
と
す
原
信

【
二
五　

左
】

　

長
の
妾
此
家
に
し
て
子
を
う
み
ま
い
ら
せ
け
る
事

　

あ
り
し
其
時
よ
り
し
て
一
百
斛
の
地
を
拝
し
て

　

今
に
伝
へ
侍
る
と
か
や
又
岡
部
の
先
祖
の
妾
ハ
平
信
秀
の
妾
を

賜
り
て
子
を
生
せ
し
と
あ
る
人
語
り
し

○
興
福
寺
の
宝
蔵
に
光
明
后
の
髪
な
り
と
て
其
長
壱
丈

　

余
の
か
つ
ら
と
そ
又
吉
野
泥
川
と
云
所
に
て
ん
の
川
と
か
や

　

に
弁
才
天
の
祠
有
そ
こ
に
長
八
尺
は
か
り
の
髪
あ
り

　

是
ハ
白
拍
子
静
か
髪
な
り
と
云
伝
ふ
又
此
所
に
五
丈

　

も
有
な
ん
い
と
長
き
毛
あ
り
七
な
ん
か
陰
毛
也
と
い
ふ
と
そ

　

熱
田
の
社
に
も
又
此
類
ひ
な
る
も
の
あ
り

○
禍
従
口
生
大
方
便
經　
　
　

一
人
當
千
涅
槃
經

　

壁
有
耳
博
聞
録　

　
　
　
　
　

 

亭
主
楞
嚴
經

　

冥
加
孝
衡

【
二
六　

右
】

○
或
人
問
中
世
以
来
武
家
采
地
永
楽
銭
幾
貫
と

　

い
ふ
凡
ソ
一
貫
ハ
秋
米
幾
石
に
当
れ
る
曰
代

所

　

に
よ
り
て
不
同
有
之
是
を
分
銭
の
法
と
云
ふ

　
　
　

分
銭
八
貫
之
地
楊
井
隠
岐
守
於
南
桑
村
ノ
内
為
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給
地
被
遣
候
全
可
為
知
行
者
也

　
　
　
　

弘
治
三
年
十
一
月
廿
五
日　

赤
川
左
京
等
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
判
也

　

分
銭
天
正
の
石
直
し
に
東
国
ハ
一
貫
九
石
西
国
ハ
一
貫
八
石
と
云

　

但
し
天
文
の
比
ハ
三
州
辺
の
分
銭
一
貫
十
石
な
り
し
に
や

＊
予○

か○

先○

天○
野○

賢ヨ
○
シ

景○

天
文
十
九
年
三
州
大
涙（
マ
マ
）に
て
五
十

　

貫
文
の
采
地
を
拝
す
然
る
に
其
納　
　

五
百
石
の
地
也

　

甲其
後
東
海
道
の
分
銭
五
貫
百
石
の
石
直
し
也

州
辺
ハ
石
直
し
尤
少
し
一
貫
四
五
石
の
時
有
し

　

と
そ

　

＊
（
朱
書
）「
此
書
天
野
信
景

手

書

ナ

ラ

ン

」

【
二
七　

右
】

○　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
禄
十
一
年
十
二
月
五
日
筑
前
国

博ハ
カ
タ多
の
聖
福
寺
と
か
や
境
内

に
て
異
朝
古
物
の
金
銀
及
ひ

銅
銭
を
掘
リ
出
せ
し
金
銀
十

五
枚
も
有
と
か
や
其
か
た
ち

か
ゝ
る
物
な
り
け
り
と
書

伝
へ
侍
る
是
錠サウ

マ

或
ハ
法ブン

ド
ウ馬
な
り

　

長
サ
五
寸
は
か
り
と
そ
如
此
書
て
あ
り
と
な
ん
又
銭
は

 

江
西
并
処
中
書
省

天　
　
　
　
　

提
調

　

提
挙
陳
以
忠
取
目

　
　
　
　
　

炉
戸
張
珍

　

都
目
高
世
家　

陳
宗
立

至
二
年
月
日
造
匠
久
徐
書

字号

課銀山蒙辨協
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此
文
あ
り
と
き
こ
ゑ
た
り

○
真シ
ン
ミ
ヤ
ウ妙　

小
侍
女
也　

出
干
楊
妃
外
傳
上

○　

大
須
真
福
寺
蔵
書
目

　

一　

神
祇
秘
抄　

神
皇
系
圖　

神
皇
實
録　

合
テ
一
巻

【
二
六　

左
】

　

一　

両
宮
形
文
深
秘
上
下

一
巻　
　
　

一　

宝
基
本
記　

一
巻

　

一　

御
遷
宮
ノ
餝カ
サ
リ　

一
巻　
　
　
　

一　

天
地
霊
覚
秘
書　

瑞
相
仙
宮
秘
文　

合
テ
一
巻

　

一　

神
道
簡
要　
　

一
巻　
　
　
　

一　

二
所
太
神
宮
神
名
秘
書　

宝
山
記　

合
テ
一
巻

　

一　

御ミ

ケ

ド

ノ

氣
殿
本
記　

一
巻　
　
　
　

一　

古
事
記　

上
下　

下
不
足　

二
巻

　

一　

麗
氣
記　

内
一
巻

不
足

十
八
巻　
　
　

一　

神
道
集　

本
ハ
七
巻　

今
四
巻
迄
テ　

三
巻

　

一　

唯
一
神
道
名
法
要
集　

一
巻　

一　

神
器
傳
受
篇　

一
巻

　

一　

地
神
出
生
篇　

一
巻　
　
　
　

一　

神
皇
正
統
録　

四
巻

　

一　

太
神
宮
諸
雑
事
記　

二
巻　
　

一　

神

本

（
マ
マ
）

源　

十
五
巻

○
烏ウ

シ

ラ

ン

絲
欄
ハ
紙
に
け
を
引
名
也
け
ハ
経ケ

緯
な
り
卦ケ

の
字

　

界ケ

の
字
を
書
も
あ
れ
と
経
緯
を
け
と
よ
む
か
た
ま
さ
り

　

て
覚
へ
侍
る
又
墨
線
と
い
ふ
也
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○

　

按
ニ
此
字
譌

字
古
来
書
率
都
婆
詳
見

字
經
ノ

【
二
七　

左
】

　

儀
軌
可
考

ハ
即
呪
中
一
字
只
以
声
音
以
字
義
勿
論

　

其
義
梵

是

カ
ン

也

○
二
十
八
宿
之
次
序
至
清チ
ン

朝
時
憲
暦
西
方
七
宿
以
觜

　

參
其
○○
次

序
為
参
觜
是
○自

季キ
ミ
ン明
天
文
学
如
此
凡
觜
三
星
在

　

参
十
星
之
上
且
ツ
觜
之
度
甚
微
而
其
度
交
畢
参
故
自

　

古
列
宿
之
次
序
以
觜
為
先
而
自
明
至
清
天
文
甚
詳

　

蜜
也
至
○其

論
列
宿
亦
有
其
理
西
洋
ノ
利リ

瑪メ

竇タウ
明

チ
ヤ
ウ

万
暦
中

　

至
中
国
専
教
天
文
之
学
今　

異
邦　

本
朝
所
学
天

　

文
之
学
皆
其
余
流
也

　
　

利
瑪
竇
事
跡
在
事
言
要
玄
帝
京
景
物
畧
五
雑
爼

　
　

等

○
書
籍
に

如
此
す
る
を
釣
頭
と
云
捜
神
後
記
に
見
ゆ

【
二
八　

右
】

○
水
戸
府
君
源
義
公
い
つ
れ
の
年
に
や
あ
り
け
ん
歳
暮
に

　

よ
ま
せ
た
ま
ふ
狂
歌
と
て
人
の
語
り
け
る

　
　

う
た
て
し
な
も
ら
ひ
も
せ
ぬ
に
く
れ
て
行
年
を
ハ
と
ら
て

　
　

お
ひ
か
へ
し
た
や

○
或
人
曰
葺
不
合
尊
を
た
け
う
の
尊
と
申
奉
る
よ
し



106

　

人
語
り
き
何
の
書
に
出
た
る
や
と
予
ガ
曰
こ
れ
略
称
に

　

し
て
和
歌
に
見
へ
た
り

　

續
後
撰
神
祇
元
慶
二
年
日
本
紀
竟
宴
彦
波

武タ
ケ
ウ鸕

　

ノ
羽
葺
不
合
尊
を　

兵
部
卿
本
康
親
王

　
　

わ
た
づ
海
波
か
き
分
て
あ
ら
ハ
れ
し
た
け
う
の
ミ
こ
と
幾
代

　
　

へ
ぬ
ら
ん

　

此
類
ハ
尤
多
し
神
代
巻
神
名
異
な
る
や
う
に
書
し

【
二
八　

左
】

　

も
或
ハ
略
称
又
音
便
転
語
に
て
一
名
な
れ
共
異
な
る

　

や
う
に
き
こ
ゑ
侍
る
と
い
ひ
遣
し
け
る

○
衡ト
リ
イ門
図

　
　

伊
勢
神
宮
の
神
門
古
制
を
存
す
工
匠
こ
れ
を
二フ
タ
ハ
シ
ラ柱

　
　

の
鳥
居
と
称
す

　
　

諸
社
の
立
る
所
と
異
な
り
是
上
代
の
門
な
り

ヒ
コ
ナ
ギ
サ
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今
村
落
の
門
似
之
者
あ
り

【
二
九　

右
】

　
　

こ
れ
に
て
古
昔
の
質
素
を
思
ふ
へ
し
今
と
て
も
門
立
る
柱
を

　
　

ミ
る
に

【
二
九　

左
】

　
　

此
柱
ハ
即
と
り
居
の
か
た
ち
に
あ
ら
す
や
後
世
こ
れ
を
わ
す
れ

　
　

て
種

の
附
会
を
為
す
一
笑
す
る
に
足
れ
り

　
　

諸
社
の
鳥
居
笠
木
そ
り
て
額カ
ク
ヅ
カ短
あ
る
も
の
を
工
匠
嶋シ
マ

木
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鳥
居
ト
云
柱
に
ひ
か
へ
の
木
あ
る
を
ワ
ク

指サ
シ

の
鳥
居
と
い
ひ

　
　

柱
の
根
を
同
シ
木
を
以
て
つ
ゝ
む
も
の
を
藁ワ
ラ
ザ座
鳥
居
と
云

　
　

と
そ
皆
後
世
の
制
也

是
を
三ミ

輪ワ

作
リ
と
云
三
輪
の
鳥
居

如
此

【
三
〇
右
】

笠
木
の
上
破ハ

風フ

を
作
る
も
の
を
総
合カ
ウ

鳥
居

と
云
近
江
日
吉
の
社
如
此
是
習シ
ウ

合カ
フ

の
制
也

○
明
應
三
年
将
軍
御
元
服
聞
書
十
二
月
廿
一
日
記
正

　

和
二
年
三
月
廿
七
日
新
製
云
足タ

袋ビ

御
免
之
事
革タ

襪ビ

　

年
齢
五
旬
以
後
可
被
免
許
但
雖
不
及
此
齢
為
病
体

　

者
蒙
御
免
可
着
白シ
ラ
カ
ワ
フ
ス
ヘ

革
燻
革
云

　
　

凡
朝
廷
諸
臣
諸
社
神
人
足
袋
御
免
な
け
れ
ハ
着
す
る

　
　

事
な
し
今
と
て
も
廷
臣
ハ
か
く
の
こ
と
し
武
家
ハ
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も
と
よ
り
勇
気
を
先
と
す
れ
ば
赤ス
ア
シ足
勿
論
な
る

　
　

へ
き
を
太
平
久
し
き
故
武
林
婦
人
の
こ
と
く
に

【
三
〇
左
】

　
　

な
り
て
夏
月
さ
へ
間

足
袋
を
は
き
侍
る
に
や
我

　
　

公
室
の
御
家
人
布
衣
の
時
皆
赤
足
な
り
誠
に

　
　

古
へ
よ
り
の
す
か
た
な
り
け
り

○
日ヒ

次ナ
ミ
ノ

御
記
よ
り
以
来
ノ
史
類
今
世
に
知
る
人
ま
れ
な
り
諸
家

　

秘
し
て
出
サ
ざ
る
故
の
ミ
左
の
書
目
其
年
代
の
次
な
り

　
　

堀
左
記
永
保

二
年　
　

六
條
院
顕
時
記
永
万
元
年

六
月

　

朝
隆
記
保
元

元
年

　
　

朝
經
ノ
記
永
治
元
年

十
一
月

　

經
俊
卿
記
正
元　

師
弘
記
正
元

　
　

實
躬
卿
記
正
安
二

年
正
月　

成
通
卿
記
久
安
六

年
六
月　

光
雅
卿
ノ
記
嘉
應

　
　

親
孝
卿
記
文
保
六

年
正
月　

外
記
師
尚
記
文
治
六

年
正
月　

小
外
記
廣
元
記
文
治

　
　

長
兼
卿
記
元
久

二
年　

雅
兼
卿
記　
　

以
遠
記
永
久

三
年

　
　

信
範
記
治
承

四
年　

為
經
記
寛
元

四
年　

伊
綱
記
正
安
三

年
正
月　

頼
業
記
久
寿

　
　

頼
資
卿
記
承
久

四
年　

經
光
卿
記
仁
治

二
年　

憲
説
記
建長

【
三
一　

右
】

　
　

右
少
弁
資
實
記
建
久

元
年　

左
少
弁
家
光
記
貞
応

元
年

　
　

大
右
記
永
保

三
年　

右
少
弁
資
宣
記
弘
長

元
年

　

此
外
ハ
兵
範
記
に
て
代

の
事
跡
を
見
る
へ
き
か
も

　

久
安
五
年
十
月
十
一
日　
　

仁
平
二
年
冬
三
ヶ
月
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同
三
自
正
月

至
六
月　
　
　
　
　
　
　

同
自
七
月　

至
十
二
月

　

久
壽
三
春
三
ヶ
月　

　
　
　
　
　

保
元
自
四
月

至
七
月

　

同
三
春
三
ヶ
月　

　
　
　
　
　
　

仁
安
元
自
九
月　

至
十
一
月

　

同
二
自
四
月

至
六
月　
　
　
　
　
　
　

同
二　

十
月

　

同
三
正
月　
　
　
　
　
　
　

同
三　

七
月

　
　

右
各
一
冊
ヅ
ヽ
あ
り

　

同
九
月
上
下

二
冊　
　
　
　
　
　
　

同
十
月
一
冊

　

同
十
一
月
上
下

二
冊　
　
　
　
　
　

同
十
二
月
上
下

二
冊

【
三
一　

左
】

　

同
四
月　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
應
元
年
六
月

　

同
九
月　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
月

　

治
承
四
二
月

　
　

右
各
一
冊
あ
り

　

凡
通
計
し
て
二
十
四
冊
也
此
外
猶
多
し
園
大
暦

　

薩
戒
記
梅
松
論
元
弘
日
記
以
下
の
記
録
又
数
十
部
あ
り

　

此
等
の
古
記
を
見
ず
し
て
古
し
へ
を
云
事
な
か
れ

○
近
世
の
年
号
古
へ
勘
文
に
出
て
被
行
さ
り
し
号
多
し

　

今
其
一
二
を
抄
す

　
　

天
和　

嘉
暦
改
元
の
時
文
章
博
士
行
成
考
の
内
ニ
あ
り
又
延
元
ノ
改
元
に
式
部　
　
　

大
輔
長
員
の
考
貞
和
改
元
に
文
章
博
士
宗
範
の
考
観
應
の
改
元
に
式
部
大
輔

　
　
　
　
　

長
員
の
考
の

内
等
に
出
し
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慶
長　

元
弘
改
元
の
時
文
章
博
士
在
淳
の
考
正
慶
改
元
ニ
文
章
博
士
在
成
の
考

等
の
内
に
出
た
り

【
三
二　

右
】

　
　

慶
安　

正
慶
改
元
の
時
正
三
位
在
登
考
へ
の
内
ニ
出
す

　
　
　

右
の
外
猶
近
年
の
年
号
を
む
か
し
も
書
出
さ
れ
し

　
　
　

か
難
あ
り
て
止
ぬ
る
を
再
ひ
勘
文
を
奉
り
て

　
　
　

天
下
の
号
と
な
り
し
も
多
か
る
年
号
さ
へ
時
に

　
　
　

用
ひ
ら
れ
す
し
て
又
期
あ
り
て
被
行
あ
り

　
　
　

人
の
世
の
挙
や
め
ら
る
ゝ
も
其
故
あ
る
事
に
こ
そ

　

○
幕
下
の
御
院
号
ハ
勅
し
て
△

勘
文
を
め
し
て
定
め
さ
せ

＊　

た
ま
ふ
今
時
浮
屠
氏
何
の
わ
け
も
な
き
文
字
熟
字

　

に
あ
ら
さ
る
を
も
意
に
任
せ
て
大
家
に
号
し
侍
る

　

も
の
と
日
を
同
し
う
し
て
申
へ
き
事
に

　

あ
ら
す

＊
（
朱
書
）「
下
ヨ
リ
上
ニ
奉
ル
書
ヲ
云
フ
」

　

台
德
院　

書
説
命
曰
朝
夕
納
誨
以
輔
台
徳

【
三
二　

左
】

　

大
猷
院　

周
官
曰
若
昔
大
猷
制
治
于
未
乱
保
邦
ヲ
于
未
危

　

嚴
有
院　

書
皐
陶
謨
曰
日
嚴
祇
敬
六
徳
亮
采
有
邦　
　
　
　
　
　
　

嚴
有
公
祟
号
の
宣
命
使
平
松
中
納
言
時
量
位
記
使
少
内
記

○
後
村
上
院
皇
子
尊
観
法
親
王
或
ハ
深
勝
新
葉

集
作
者
也

遁
世
の
後
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遊
行
八
世
の
他
阿
に
帰
し
て
時
衆
と
な
り
給
へ
り
第
十（
マ
マ
）二

　

世
の
他
阿
上
人
是
也
是
よ
り
清
浄
光
寺
の
現
住
を
南

　

門
と
称
す
南
方
の
門
跡
と
云
事
な
る
と
か
や
尊
観
ハ

三
州
大

　

涙
称
名
寺　

一
代
と
云

　

源
有
親
主
親
氏
主
御
父
子
尊
観
上
人
の
門
に
入
て
暫
ク

　

時
衆
と
な
ら
せ
ま
し
〳
〵
け
る
初
メ
有
親
主
の
御
妹
を

　

吉ヨ
シ
ノ

御
前
と
申
せ
し
時
衆
の
比
丘
尼
と
な
ら
せ
給
ひ

　

徳
川
の
万
徳
寺
を
開
基
有
し
と
か
や
万
徳
寺
の

　

号
ハ
遊
行
上
人
よ
り
つ
け
ま
い
ら
せ
ら
れ
し
此

【
三
三　

右
】

　

尼
公
の
御
よ
せ
に
て
有
親
主
御
父
子
と
な
ら
せ
た
ま
ひ

　

し
と
か
や
或
曰
世
良
田
万
徳
丸
改
親
主
弘
阿
上
人
の　

弟
子
と
な
り
御
出
家
の
後
御
建
立
共
云
へ
り

有
親
主
後

　

に
ハ
参
州
称
名
寺
に
住
せ
給
へ
り
称
名
寺
ハ
正
平
北朝

　

の
延
文

な
り

の
こ
ろ
聲
阿
上
人
開
基
せ
ら
れ
し
と
云

○
我
本
州
の
神
名
帳
海
部
郡
よ
り
始
む
伊
勢
志
摩

　

尾
張
と
序
て
志
州
よ
り
海
を
越
て
海
部
に
い
た
る

　

故
か
中
嶋
郡
ハ
古
の
国コ
ク
ガ衙
に
し
て
司
庁
の
所
在
な
れ
ハ

　

中
嶋
そ
始
メ
な
る
へ
き
に
海
部
を
最
初
に
せ
し
こ
と
如
何

　

そ
や
海
部
郡
勝
幡
郷
ハ
中
世
国
司
の
公
官
も
有
し

　

様
に
古
書
に
記
せ
る
も
あ
れ
ハ
府
ハ
時
に
よ
り
て
同
し
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か
ら
さ
る
に
や
又
海
部
郡
第
一
に
漆ヌ
リ
ベ部
神
社
を
録
す

　

こ
の
社
ハ
民
部
省
圖
帳
に
も
載
て
代

の
尊
崇
も

【
三
三　

左
】

　

尤
も
他
に
異コ
ト

な
り
し
か
今
ハ
社
地
い
づ
く
と
も
知
り

　

か
た
し
海
部
の
大
社
津
嶋
よ
り
外
な
き
に
や

　

ひ
そ
か
に
疑
ふ
津
嶋
の
社
ハ
む
か
し
の
漆
部
神
社
に
や

　

さ
れ
共
古
書
に
見
る
所
な
け
れ
ハ
今
さ
ら
夫
と
い
ひ

　

か
た
し
故
に
予○
か○

國
帳
集
説
に
漆
部
津
嶋
二
社

　

と
も
に
記
す
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東

西

南

北
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【
三
四　

右
】

（
朱
書
）「
宝
永
七
」
○
庚
寅
七
月
城
南
真
福
寺
戯
場
の
側
に
一
獣
を
置
て

　

見
す
大
さ
小コ

狗
の
こ
と
く
長
し
喙
尖
り
足
倭ミ
シ
カ
ク

其
せ
い
六

　

寸
余
長
サ
尺
数
寸
に
不
過
尾
猫
に
似
て
長
サ
身
と
等
し

　

毛
黒
く
眼
上
少
し
白
毛
あ
り
身
ハ
灰
毛
の
筋ス
ジ
ゲ

を
な
せ
り

　

よ
く
酒
を
の
む
手
し
て
盃
を
捧
て
吸
ふ
其
行
静
に
し
て

　

愛
す
へ
し
或
人
是

の
類
か
と
云
予
曰
け
に
も

の

　

類
と
云
へ
し
但

大
尾
短
是
ハ
小
尾
甚
長

穴
居
是

　

ハ
竹
木
に
登
ル
本
草
時
珍
曰
熊
太
古
冀
越
集
云
木
狗

　

生
廣
東
左
右
江
山
中
形
如
黒
狗
能
登
木
又
曰
川
西

　

有
玄
豹
大
如
狗
黒
色
尾
亦
如
狗
此
亦
木
狗
之
属
也
と
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い
へ
り
今
見
る
に
よ
く
木
狗
の
説
に
合
へ
り
竹
木
に

　

登
る
事
甚
す
み
や
か
な
り
其
図
を
描
て
博
に
備
ふ

【
三
四　

左
】

○
神
武
帝
即
位
の
始
天
ノ
冨
命
太
玉
命

の
孫

諸
の
斎
部
を
率
て

　

三
種
の
神
器
を
正
殿
に
安
奉
り
た
ま
ひ
し
ハ
祭
官
の

　

始
也
天
稚
子
命
児
屋
命

の
孫

神
代
の
古
事
を
奏
し

　

た
ま
ひ
し
ハ
朝
政
を
執
給
へ
る
す
か
た
に
し
て
摂
禄

　

の
権
輿
宇
摩
志
麻
治
命
内
物
部
を
率
ヒ
て

　

矛
楯
を
竪
テ
厳
カ
に
威
儀
を
備
へ
給
ひ
け
る
ハ
後
世

　

近
衛
の
起
ル
所
道
臣
命
来ク

目メ

部
を
帥
ひ
仗
を
帯
し

　

宮
門
を
衛
リ
給
ひ
し
ハ
外サ
ノ
ヱ衛
の
始
也
さ
れ
ハ
我
国

　

百
官
の
序
神
祇
官
太
政
官
と
次
て
是
よ
り
八
省

　

諸
国
さ
ま
〳
〵
の
職
分
有
る
ハ
皆
政
事
の
ひ
ろ
き
が

　

為
也
六
衛
の
重
記
他
に
異
な
る
さ
ま
皆
人
王
の

　

始
に
定
り
た
る
事
を
よ
く
そ
知
る
へ
し
文
武
の

【
三
五　

左
】

　

官
異
邦
を
学
ん
て
置
た
ま
ふ
に
ハ
あ
ら
す

○
帝
都
近
境　

内
及
ひ
院
の
御
料
と
臣
下
の
釆
地
と

　

の
境サ
イ
メ杭
に　

禁
裡
御
料　

仙
洞
御
料
等
書
事

　

然
る
へ
か
ら
す
た
と
へ
は
山
科
の
御
料
鳥
羽
ノ
御
料
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等
改
ム
へ
き
由
且
洛
中
商
家
の
拓
牌
に
禁
裡

　

仙
洞
の
文
字
書
へ
か
ら
す
と
辛
卯
の
七
月
関
東
ノ

　

有
司
大
久
保
大
隅
守

松

平

石

見

守

海
道
以
西
に
令
せ
ら
る
是
今
度

　

朝
鮮
の
信
使
来
聘
の
故
我
国
近
世
の
非
俗
を
革

　

さ
せ
給
ふ
と
に
や
さ
ら
す
と
も
至
尊
の
御
倉
院
の

　

御
処
分
な
ん
と
倍
（
マ
マ
）
臣
の
領
地
と
な
ら
へ
書
く
事

　

も
と
よ
り
憚
り
あ
り
し
万
の
名
分
を
正
さ
せ
給
ふ

　

昭
代
の
典
則
お
ほ
け
な
き
事
な
か
ら
い
と
め
て
た
し

【
三
六　

右
】

○
温
石
或
人
問
本
草
に
古
き
磚
シ
キ
カ
ハ
ラを
焼
て
身
を
温
る
事

　

有
又
證
類
本
草
に
ハ
堅
石
を
焼
煖
用
る
を
温
石
と
云

　

の
ミ
別
に
温
石
と
云
石
有
に
非
さ
る
よ
し
云
へ
り
然
る
に

　

世
に
温
石
と
て
青
色
を
帯
る
石
を
殊
に
温
石
と
呼
如
何

　

と
曰
山
東
通
志
に
棭
縣
と
い
ふ
所
よ
り
出
る
石
に
青
白
を
兼
ね

　

潤
膩
玉
の
こ
と
く
な
る
物
を
温
石
と
称
す
是
我
国
に
い
ふ

　

温
石
と
同
し
さ
れ
ハ
冬
日
風
烈
し
き
時
ハ
弓
の
弦
折

　

安
し
然
る
を
此
石
の
末
少
し
指
に
つ
け
て
弦
を
し

　

こ
け
ハ
柔
靭
な
る
事
夏
月
の
時
張
れ
る
に
等
し
是

　

温
暖
の
性
あ
る
石
の
し
る
し
也
他
の
石
に
か
ゝ
る
事

　

な
し
さ
れ
ハ
證
類
の
説
ハ
彼
石
を
知
ら
す
し
て
云
へ
る
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な
る
へ
し

【
三
六　

左
】

○
鼬イ
タ
チ

の
火
柱
を
立
る
と
て
世
に
妖
と
す
る
事
あ
り
鼬
ハ

　

夜
中
樹
木
に
上
り
て
焔
気
を
起
し
又
地
上
に
柱
の

　

こ
と
く
烟
気
を
発
す
る
事
あ
り
是
を
い
ふ

○
痬
医
外
科
の

事
な
り

探
札
抽
籤
也
今
の
観
音

籤

等

の

占

な

り

白
猫
墨ス

ミ
ヱ益

な
り

軽
箑
便

　

面
障
面
ミ
ナ
扇

を
い
ふ

鎗
旗
茶
也

雪
液
酒
也

柿
脯
倭
に
い
ふ
く
し
か
き

ゑ
た
か
き
の
類

　

烏
麦
喬
麦
也

米
大
ス
ヽ
ダ
マ

○

水
生
十
五
三
段
ハ
刀
剣
を
目
利
す
る
秘
書
な
り
此
中
に

　

宝
剣
西
海
に
没
し
て
後
崇
め
給
ふ
今
の
新
宝
剣
た

　

し
か
に
作
者
を
出
せ
り
憚
多
き
御
事
な
れ
ハ
爰
に

　

も
ら
し
侍
る
志
の
人
あ
ら
は
別
に
可
伝
之
の
ミ

○
甘
の
字
を
あ
ま
な
ふ
と
読
ム
ハ
己
ノ
が
不
好
事
を
す
き

　

好
む
事
の
や
ふ
に
し
て
捨
お
く
を
云

【
三
七　

右
】

○
起
の
字
ハ
物
こ
と
一
き
わ
ひ
き
た
て
な
ン
と
云
時
用
る

　

文
字
也

○
竹
腰
氏
ハ
佐

木
の
庶
流
本
貫
ハ
江
州
竹
ノ
腰
村
家
紋

　

四
ッ
目
結
と
云

　

旧
説
ニ

竹
腰
正
安
ハ

金
森
之
族
ニ
シ
テ

而
土
岐
氏
之
流
原
氏
ト
云
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【
三
七　

左
】

　

一
説
ニ

曰
正
安
ハ

斉
藤
家
ノ

之
族
ト
云

梅
輪バ
チ

内
之
紋
ハ

金
森
家
ノ

　

之
紋
也
或
ル

説
ニ

曰
齊
藤
氏
ハ

代

崇
二

天
満
天
神
ヲ一

故
ニ

以
テ二

梅
輪バ
チ

　

内
ヲ一

為
レ

紋
ト

正
安
仕
ル二

齊
藤
氏
ニ一

之
ノ

時
以
レ

為
ヲ二

其
ノ

一
族
一タ
ル

所
ノ二

恩
賜
一ス
ル

紋

　

也
ト
云

○
世
俗
霜
月
十
五
日
を
良
辰
と
し
て
髪
置
袴
着
元
服
シ
髪

　

そ
き
等
万
ツ
め
て
た
き
事
を
始
ム
ル
わ
さ
唐
に
ハ
例
な
き
か

　

按
す
る
に
神
武
天
皇
元
年
践
祚
の
年
十
一
月

　

祈タ
マ

シ

ツ

メ

請
寿
祚
の
祭
を
な
し
給
へ
り
旧
事
記

長
暦
に
曰
神

　

武
天
皇
元
年
十
一
月
丙
子
朔
と
拠
此
則
庚
寅
ハ
十

　

五
日
也
さ
れ
ハ
百
王
の
大
祖
鎮
祭
を
な
し
始
め
給
ふ
日
な
れ

源
重
縄
縄
一
作
綱
竹
腰
七
郎
仕
齊
藤
山
城
守

法
名
道
珍

珍
或
作
鎮

重
吉

∴

摂
津
守

女
子

竹
腰
正
安
妻

重
次

攝
津
守　

子
孫
多
シ

ハ 

ラ 

ヤ

武
井
ノ
祖

正
安

本
氏
原
谷
娶
竹
腰
重
吉
女
称
竹
腰
次
郎
兵
衛

重
時
次
郎
右
衛
門

正
時

助
九
郎
仕
上
杉
景
勝

於
奥
州
会
津
卒
ス

正
信

従
五
位
下
山
城
守
子
孫
多
シ
仕
尾
公

母
志
水
加
賀
守
女
正
保
二
年
四
月
廿
九
日
卒
ス
号
正
信
院
安
誉
道
輝
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は
伝
へ
て
目
出
度
事
に
ハ
此
日
を
用
ひ
侍
る
□
（
虫
損
）

や




